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夢のポストからみんなにとどけ

広報とちぎ　１月号 ２０２１（令和３）年１月１日 発行
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栃木市マスコット
キャラクター とち介

感染症対策のためイベントなどが
変更になることがあります
　今号に掲載のイベントなどは、新型コロ
ナウイルスの感染拡大防止等の理由により、
中止・変更になる場合があります。
　最新の情報は市ホームページをご覧いた
だくか、担当部署・主催者に直接お問い合
わせください。
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　11 月 18 日、栃木市役所の西側、立体
駐車場との間に新設されたラッピングポス
トの除幕式が開催されました。
ラッピングポストは、市が募集した「と

ち介と夢のポストデザインコンテスト」に
てグランプリを受賞した小学校 5年生の
田
たなか
中育

はぐみ
さん（10歳）の作品を元に、栃木市と

世界がつながるような手をつなぐデザイン、

そしてとち介や、イチゴ・ブドウ・ニラといっ
た市の特産品のイラストが描かれています。
　除幕式では、田中さんによる一通目の手
紙の投函も行われ「自分の絵が描いてある
ポストに、最初に手紙を出せてうれしい」
と素直な気持ちをコメント。
　皆さんの大事な人へのお手紙を、ぜひこ
ちらのポストから送ってみませんか？

除幕式の様子 どっちから見てもカワイイ！
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詳しくは、公式HP・Twitter へ

問合先　スポーツ連携室 ☎（21）2591

栃木市民スポーツ応援団
Strawberry Hearts メンバー募集中！

２０２０シーズンも応援ありがとうございました！

関東サッカーリーグ１部優勝！
　所属する関東サッカー
リーグ１部で２季ぶりの優
勝を果たし、全国地域サッ
カーチャンピオンズリーグ
へ進出しました。２５得点
（リーグ１位）、６失点（リー
グ１位）、７勝２分と無敗
での優勝となりました。

全国地域サッカーチャンピオンズリーグ２０２０第３位！
　全国地域サッカーチャンピオンズリーグ２０２０は１次ラウンドを首位で勝
ち抜き、決勝ラウンドに進みました。結果は得失点差で第３位となり、惜しく
もＪＦＬ（日本フットボールリーグ）昇格を決めることはできませんでした。

ＢＣリーグ東地区準優勝！
　レギュラーシーズンを41勝６分13敗の好成績で終え、東地区チャンピオ
ンシップへ進出しました。惜しくも神奈川に敗れ、地区チャンピオンシップ
敗退し、２０２０シーズンの幕を閉じました。
世界一の二遊間が復活！
　２００６年のＷＢＣで日本を優勝に導いた
川﨑宗

むねのり
則選手と西岡剛

つよし
選手がチームへ加入

し、「世界一の二遊間」が球場を沸かせました。

東京２０２０オリンピック競技大会
日本代表に選出！

増
ますだ
田成
なりゆき
幸選手が、東京２０２０オリンピック

競技大会自転車ロードレース日本代表候補選手
に選出されました。

Ｊプロツアーチーム総合２位！
　Jプロツアーにおいて７，３３２ポイントを獲得し、昨シーズンより順位を 1つ上
げ、チーム総合２位となりました。第２戦「東日本ロードクラシック群馬大会」では、
鈴木龍

りゅう
選手、大久保陣

じん
選手、小野寺玲

れい
選手が表彰台を独占しました。

　
本
当
に
い
い
チ
ー
ム
で

し
た
し
、
こ
の
メ
ン
バ
ー

で
昇
格
し
た
か
っ
た
で
す

が
、
目
標
を
達
成
で
き
ず

に
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
。
栃
木
シ
テ
ィ
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
と
い
う

チ
ー
ム
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
続
い
て
い
く
の
で
、

ま
た
し
っ
か
り
目
標
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
熱
い
応
援

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
熱
い
ご

声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関

係
で
、
予
想
も
し
な
い
こ

と
が
起
き
、
今
ま
で
に
な

い
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
た

く
さ
ん
の
フ
ァ
ン
の
皆
様

が
球
場
に
足
を
運
び
、
応

援
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
栃
木
ゴ
ー
ル

デ
ン
ブ
レ
ー
ブ
ス
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　社会全体が新型コロナウイルスの影響を受け、わたく
しどもも例外ではありませんでしたが、それをはねのけ
る活躍を選手たちがしてくれた素晴らしいシーズンでし
た。来期はコロナウイルスの終息を願いつつ、選手たち
の活躍をより価値のあるものになるよう情報発信をして
参ります。これからも応援よろしくお願いします。

Tochigi  City Football ClubCity Football ClubCity Football Club
栃木シティフットボールクラブ
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令
和
２
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章　

お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
本
市
か
ら
次
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
と
共
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
秋
の
褒
章

【
瑞
宝
双
光
章
】警
察
功
労中

なかむら

村 雅
まさいち

一 氏

【
瑞
宝
双
光
章
】消
防
功
労

時
ときた

田 喜
き

久
く

や 氏

【
瑞
宝
単
光
章
】消
防
功
労

益
ましこ

子 章
あきら

 氏

【
瑞
宝
単
光
章
】郵
政
業
務
功
労

大
お お あ く

阿久  安
やすひろ

弘 氏

【
藍
綬
褒
章
】更
生
保
護
功
績

【
瑞
宝
単
光
章
】技
能
検
定
功
労

石い
し
ざ
き﨑

隆た
か
し

氏

令
和
２
年
秋
の
叙
勲

【
瑞
宝
小
綬
章
】教
育
功
労

立
たちかわ

川 雅
まさやす

康 氏

　
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
旧
年
は
、
今
な
お
世
界
中
で
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
甚
大
な
影
響
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
が

一
変
さ
せ
ら
れ
た
年
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
皆
様

に
は
、
新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た
対
応
を
心
が
け
て
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
医
療
に
従
事
さ
れ

て
い
る
皆
様
を
は
じ
め
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
様
々
な
努
力

を
続
け
て
お
ら
れ
る
皆
様
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
制
約
の

中
に
あ
り
な
が
ら
も
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
尽
力
を
さ
れ

て
い
る
全
て
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
で
は
、
特
別
定
額
給
付
金
な
ど
国
か
ら
の
各
種
の
支
援
が

速
や
か
に
皆
様
に
届
く
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様

の
生
命
や
財
産
、
子
育
て
・
教
育
環
境
や
産
業
を
守
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
医
療
機
関
へ
の
支
援
や
検
査
体
制
の
強
化
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
一
部
助
成
の
拡
大
、
学
校
給
食
に
お

け
る
地
域
生
産
者
応
援
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
は

じ
め
と
す
る
市
内
の
事
業
者
の
支
援
な
ど
、
様
々
な
対
策
を
講

じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
感
染
症
対
策
と
並
行
し
て
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風

か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
、
市
が
管
理
す
る
道
路
・
河
川
の

復
旧
や
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
生
活
再
建
支
援
な
ど
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
栃
木
県
が
進
め
る
永
野
川
・
巴

波
川
の
抜
本
的
改
修
に
あ
わ
せ
、
支
川
の
調
整
池
の
整
備
な
ど

の
対
策
を
進
め
「
災
害
に
強
い
栃
木
市
」
と
な
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

10
月
に
は
、
平
成
22
年
の
１
市
３
町
の
合
併
か
ら
10
周
年
を

記
念
し
、「
新
生
栃
木
市
10
周
年
記
念
式
典
」を
挙
行
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
あ
わ
せ
発
表
を
し
ま
し
た
「
市
民
憲
章
」
は
、
皆
様
か

ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
キ
ー
ワ
ー
ド
や
文
案
を
も
と
に
制
定
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
市
民
憲
章
を
胸
に
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
新
年
も
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
ず
は
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、「
感
染
拡
大
防
止
」
と
「
地
域
経
済

の
活
性
化
」
の
両
立
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
売
上
が
減
少
し
た
事
業
者

を
支
援
し
て
い
く
ほ
か
、
市
民
の
医
療
の
確
保
の
た
め
に
、
医

療
従
事
者
の
方
々
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医

療
機
関
に
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
向
け
た
機
器
整
備
な
ど
、
新
し
い
生
活

様
式
に
対
応
し
た
教
育
環
境
の
充
実
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
数
年
来
取
り
組
ん
で
い
る
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化
に

向
け
た
事
業
に
つ
い
て
も
、着
実
に
前
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
は
、
栃
木
駅
北
口
の
「
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
重
点
整
備
地
区
」

に
お
い
て
、
民
間
の
力
を
活
用
し
た
施
設
整
備
の
早
期
完
成
を

目
指
す
と
と
も
に
、（
仮
称
）
文
化
芸
術
館
を
中
心
と
す
る
「
地

方
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
新
た
な
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
雇
用
の
創
出

と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、
令
和
３
年
度
に
は
「
栃
木
イ

ン
タ
ー
周
辺
西
産
業
団
地
造
成
事
業
」
お
よ
び
「
平
川
地
区
開

発
事
業
」
の
事
業
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
「
官

民
連
携
ま
ち
な
か
再
生
推
進
事
業
」
の
活
用
や
、「
栃
木
市
食

と
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
お
よ
び
観
光
振
興
計
画
」
の

策
定
に
よ
り
、
官
民
連
携
の
推
進
や
、
本
市
の
持
つ
様
々
な
地

域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
新
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
「
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
」
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
出
身
で
、
全
仏
オ
ー
プ
ン

テ
ニ
ス
車
い
す
の
部
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
準
優
勝
に
輝
い
た

大
谷
桃
子
選
手
も
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出
場
を
見
据
え
、
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
本
市
に
お
い
て

は
、
10
周
年
記
念
と
し
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
「
と
ち
ぎ

秋
ま
つ
り
」
の
開
催
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
栃
木
市
は
、
台
風
の
被
害
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
長

く
困
難
な
状
況
が
つ
づ
い
て
お
り
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
皆
様
と
と
も
に

乗
り
切
っ
て
い
け
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

栃
木
市
長　

大
川
秀
子

市政功労・徳行
市民栄誉賞 表彰

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
々
の
功
績
を
た
た
え
、

11
月
18
日
、
令
和
２
年
度

市
政
功
労
・
徳
行
・
市
民

栄
誉
賞
の
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

市
政
功
労
表
彰

農
業
委
員

大お
お
は
し橋

重あ
つ
し

戸と
ざ
わ澤

忠た
だ
お夫

学
校
医

岡お
か
だ田

眞ま

ゆ

み
由
美

齊さ
い
と
う藤

哲て
つ
や也

竹た
け
だ田

航こ
う
い
ち一

学
校
歯
科
医

亀か
め
だ田

智さ
と
し

小こ
ぐ
れ暮

英ひ
で
お夫

須す

が賀

潔き
よ
し

寺て
ら
う
ち内

達た
つ
な
り成

少
年
補
導
員

大お
お
き木

安や
す
み
つ光

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

赤あ
か
さ
か坂

絹き
ぬ
こ子

大お
お
ま
み
ゅ
う
だ

豆
生
田

林り
ん
ぞ
う三

長ち
ょ
う
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4広報とちぎ　１月号２０２１（令和３）年１月１日 発行 特集　令和３年度市民税・県民税申告/令和２年分確定申告

令和３年度 市民税・県民税申告のお知らせ 問合先　市民税課 ☎（21）2266

必要事項を記入し、源泉徴収票や収支のわかる書類（収支
内訳書）、控除証明書、医療費控除の明細書などを同封して、
〒３２８-８６８６（住所不要）栃木市役所市民税課 あて
に郵送ください。
　添付資料については、左ページ「申告に必要なもの」を
ご参照ください。提出いただいた資料は返却できませんの
でご注意ください。
申告書や手引きは市民税課・各総合支所窓口に１月中旬か

ら備え付けのほか、市ホームページからもダウンロードがで
きます。

■ 市民税・県民税申告書は郵送で提出できます。

以下の①～④の方は確定申告または市民税・県民税の
申告が必要です
①給与・年金以外の収入がある方
②各種控除を追加したい方
③勤務先から給与支払報告書の提出がない方
④収入がない方（遺族年金や障害年金のみの方も含む）で、誰の扶養にも
　入っていない方や所得状況や課税状況について証明書が必要な方

■ 所得税還付申告相談会（完全予約制）
　各種控除を追加する還付の申告書の作成と提出ができます。

※確定申告書控えに税務署の収受印が必要な方は税務署会場
　で申告をしてください。
※予約なしでご来場いただいた場合、受付はお断りいたします。

期日 2月 3日（水）・4日（木）・5日（金）

場所 市役所本庁舎 3階　正庁

時間 午前の部　9時 ～ 11時 30分
午後の部　13時 30分 ～ 16 時

対象

・公的年金受給者で、年金から所得税が源泉徴収されて
  いて医療費控除を申告する方
・給与所得者（令和２年中の勤務先が 1か所）で、令和
  ２年中に退職した方や、年末調整済みで医療費控除を
  申告する方
※左ページの「申告に必要なもの」をお持ちください

予約
方法

1月 12日 ( 火 ) ～ 1月 22日（金 )に、電話にて
市民税課 ☎ (21)2266

申告のお知らせはがき
を郵送します
１月中旬に、前回、市で
税申告された皆さんへ
「申告のお知らせはがき」
を郵送します。

【市民税・県民税 申告相談受付 日程表】
期日 第１会場 第２会場 第３会場

受付時間　　午前の部　9時 ～ 11時 30分　　午後の部　13時 30分 ～ 16時

２
月

15 日（月） 寺尾公民館
(2/16 受付は 15時まで）

大平公民館２階会議室　　　　　　　　　　　　　
（2/25 受付は 11時 30分まで）

市役所本庁舎２階
地域包括ケア推進課
相談用カウンター
（2/18 受付は 11時 30分まで）

16日（火）
17日（水） 国府公民館

(2/18 受付は 15時まで )18日（木）
19日（金） 大宮公民館

（2/22 受付は 15時まで )

都賀公民館　講堂
（3/3受付は 11時 30分まで）

22日（月）
24日（水） 皆川公民館

(2/25 受付は 15時まで )
2/24 時間延長日 18 時 30分まで

25日（木）
26日（金） 吹上公民館

(3/1 受付は 15時まで )
渡良瀬遊水地ハートランド城 2階　　　　　　　
（3/5 受付は 11時 30分まで）

３
月

1 日（月）
2日（火）

市役所本庁舎 3階正庁

3日（水）
4日（木）
5日（金） 3/5 時間延長日 18 時 30分まで
8日（月）

岩舟総合支所
会議室棟第 1・第 3会議室

関東ホーチキにしかた体育館
２階研修室

9日（火）
10日（水）
11日（木）3/11 時間延長日 18時 30分まで
12日（金）
15日（月）

期間と場所

■ 確定申告書を自分で作成してみませんか？
　給与収入や年金収入のみの方で、医療費控除、生命保険料控除や扶養の追加などの場合、簡単な
手続きで申告書が作成できます。自分で作成出来るようになれば、自宅のパソコンでいつでも申告
書を作成できます。申告会場での長い待ち時間や、都合をつけて会場へ行く必要もなくなります。
ぜひ市申告会場に設置の確定申告書作成コーナーをご利用ください。※人数制限があります

２月３日（水）～５日（金）　　 　  : 所得税還付申告相談会会場
２月15日（月）～３月15日（月）：市民税県民税申告相談受付会場

　令和２年１月１日から令和２年 12月 31日までの１年間に生
じたすべての所得について計算し、税金の額を確定します。
　申告書は市民税・県民税の課税資料のほか、国民健康保険税・
後期高齢者医療保険料・介護保険料の算定資料として利用されま
す。申告がないと適正な保険料などの算定ができないだけでなく、
市営住宅・児童手当・保育園などの手続きや、金融機関の融資な
どで必要になる各種証明書の発行もできなくなります。

予約の受付期間
  令和３年２月８日（月）～３月 12日（金）
                     ９時～ 16時（土・日・祝日を除く）
予約方法
下記日程表をご覧のうえ、希望する日時と会場を決めて、前日までに予約してください。

　  専用ダイヤル  ☎ ０２８２（２１）２１０１
　※予約開始日まで専用ダイヤルはつながりません。
　※予約は先着順となりますので、ご希望に添えない場合もあります。
　※予約は専用ダイヤルのみで受付いたします。
 ☆注意事項
 　マスクを着用してご来場ください。また、受付の際、検温・消毒を行います。
 　発熱がある方・体調が悪い方は、予約を取り直して別の日にお越しください。
 　会場内でお待ちいただくことができるのは、次の順番の方だけです。
 　予約時間の 30分前を目安として、会場にお越しください。
 　都合が悪くなったときは、専用ダイヤルに電話をかけて、キャンセルしてください。
 　予約なしで来場された場合、受付をお断りすることがあります。

市県民税の申告が予約制になります！
２月１5日（月）～３月１５日（月）
　　　　　　　　　　　　　（土・日・祝日を除く）

申告受付期間

はがきの
イメージ

12345678
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申告は正しくお早めに問合先　栃木税務署 ☎（22）0885

栃木税務署の確定申告会場は
「栃木商工会議所大ホール」です
　　　　　　　２月１6日（火）～３月１５日（月）
会場の混雑緩和のため、会場への入場には「会場案内票」（会場で
当日配布）もしくは「入場整理券」（１月以降に事前発行）が必要です。
※入場整理券の詳細は、国税庁HPをご覧ください
※会場案内票及び入場整理券の配布状況に応じて、後日の来場をお願いすることもあります

◆令和２年分の所得税・復興特別所得税の確定申告と納税
２月１６日（火）～３月１５日（月）

◆令和２年分の贈与税の申告と納税
２月１日（月）～３月１５日（月）

◆令和２年分の個人事業者の消費税・地方消費税の確定申告と納税
３月３１日（水）まで

※開設期間中は栃木税務署庁舎での申告相談は行いません。
※申告会場では現金納付窓口業務は行いません。
※電話での問い合わせは 栃木税務署 ☎（２２）０８８５へお願いします。
※確定申告書は郵便・信書便・税務署の時間外収受箱への投函で提出できます。
※申告会場の駐車場は混雑します。車での来場はなるべくご遠慮ください。
※申告書は自分で作成し、できるだけ早めに提出してください。

税務署による申告相談 税理士会による申告無料相談

期日 　2月 16日（火）～ 3月 15日（月）
（土・日・祝日は除く）

　2月 16日（火）～ 3月 11日（木）
（土・日・祝日は除く）

時間 9 時 ～ 16 時

★栃木税務署会場での新型コロナウイルス感染防止
　対策にご協力ください！
・職員によるマスク等の着用とこまめな換気・消毒を徹底しています。
・会場入場の際に検温を実施しています。37.5 度以上の発熱が認め
  られる場合は、原則として入場をお断りさせていただきます。
・ご来場の際は、マスクを着用していただき、入口等でアルコール  
  消毒液をご利用ください。
・新型コロナウイルス感染症対策の一環として、本年は還付申告の
  方の申告相談を２月 15日（月）以前でも受け付けております。

以下の①～⑧の方は栃木商工会議所での申告です
①住宅借入金等特別控除の１年目の申告
②土地・建物・株式等の譲渡所得の申告
③太陽光発電 (売電 ) の申告
④国外扶養親族の控除適用を受ける申告
⑤青色申告、肉用牛の売却による課税の特例を受ける申告
⑥災害・盗難・横領等の雑損控除の申告
※昨年、市会場で受付した台風 19号の雑損失を繰り越す申告
　のみ、市会場で相談できます。
⑦準確定申告（死亡した方の申告）
⑧先物取引（FX含む）、申告分離課税の配当所得の申告
※特定株式等譲渡所得及び特定配当等は、所得税と市民税・県民税で  異
なる課税方式を選択することができます。その場合、確定申告とは別に
市役所で市民税・県民税申告が必要です。

■「医療費控除の明細書」提出が義務化
　　医療費控除をする場合は「医療費控除の明細書」の提出が必要です（平成 29年分より領収書の
　提出は不要となりました）。ご自身で、医療を受けた人や医療機関ごとに金額を集計し、事前に
　明細書を作成してください。専用の明細書の様式（市民税課窓口で配布 または国税庁のホーム
　ページからダウンロード）を使用するか、任意の様式に記入例（下記）にある記載項目をすべ
　て記入して作成してください。
　申告会場に事前に明細書を作成せず領収書のみを持ってきた場合、ご自身で明細書を作成した
　後でないと受付できませんので、ご注意ください。
　※領収書は税務署に記入内容の確認を求められた時のために、５年間保存義務があります。
　※医師などが発行した証明書（例：おむつ使用証明書、在宅介護費用証明書など）は提出が必要です。
記入例　　　　　　　　　　令和２年分　医療費控除の明細書

医療を受けた
方の氏名

病院・薬局など
の支払先の名称 医療費の区分 支払った

医療費の額
生命保険等で
補てんされる
金額

栃木　太郎 とちぎ市民病院 ■診療・治療
□医薬品購入

□介護保険サービス
□その他の医療費 5,300 円

万町薬局 □診療・治療
■医薬品購入

□介護保険サービス
□その他の医療費 3,800 円

栃木　花子 大平病院 ■診療・治療
□医薬品購入

□介護保険サービス
□その他の医療費 107,500 円 70,400 円

合計金額 116,600 円 70,400 円

■ 確定申告にはご自宅からパソコン・
　スマホでご利用いただける
　e-Tax・スマホ申告が便利です。
　　国税庁ホームページ「確定申告書作成コーナー」
　を利用すれば、多くの方が訪れる確定申告会場
　に出向かなくても、マイナンバーカードと IC
　カードリーダライタ又はマイナンバーカード対
　応のスマホを利用して、e-Tax で申告書を提出
　できます。
　　なお、事前に税務署で ID・パスワード方式の
手続きを行っていただければ、マイナンバーカード
   と IC カードリーダライタ等をお持ちでない方
でも、e-Tax をご利用できます。また、印刷して
   郵送等で税務署に提出することもできます。
　　来年の確定申告では、感染防止の
   観点からも、ぜひご自宅から e-Tax
   をご利用ください。

■ 令和２年分所得申告参考資料
　　令和２年中、市に納付した国民健康保険税・
　後期高齢者医療保険料・介護保険料の所得申
　告参考資料（年金からの特別徴収分を除く）
　を１月 22日（金）に発送します。社会保険
　料控除の資料としてご利用ください。
　問合先　市民税課 ☎（２１) ２２６３

申告に必要なもの（領収証や証明書などは令和２年中のもの）
収
入
が
わ
か
る
も
の

給与所得者 ・源泉徴収票（原本）・・・勤務先が発行

年金所得者 ・源泉徴収票（原本）・・・日本年金機構など
　　　　　　　　　　　  の年金支払者が発行

事業所得者
（営業、農業など）

・記入済の「収支内訳書」、「支払調書」
(収入や必要経費がわかる帳簿・領収書など )

所
得
か
ら
控
除
す
る
額
が
わ
か
る
も
の

社会保険料控除

・ 国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護
保険料の所得申告参考資料（1月 22日発送）
・国民年金保険料控除証明書
・ その他社会保険料の支払金額が分かる書類
（口座振替や年金から特別徴収された保険料（税）
は、差し引かれた本人以外の社会保険料控除と
することはできません）

生命保険料控除 ・生命保険料の控除証明書
地震保険料控除 ・地震保険料の控除証明書
障害者控除 ・障害者手帳・認定書など

雑損控除

・り災証明書
・災害に関連してやむを得ない支出をした金額の　
  領収書（昨年、市会場で受付した台風19号の
  雑損失を繰り越す申告のみ、市会場で相談でき
  ます）

ど
ち
ら
か
の
控
除
の
み

医療費控除 ・記入済の「医療費控除の明細書」、医療費のお知
  らせ

医療費控除の特例
(セルフメディ
ケーション税制）

・ 記入済の「セルフメディケーション税制の明細
書」
・ 健康保持増進への取組を明らかにする書類
（市・職場で受診した健康診断結果通知表や予防
接種などの領収証）

寄附金控除 ・寄附金の受領証（原本）など

そ
の
他

・税務署や市役所からの「申告のお知らせはがき」
・マイナンバー確認書類、身元確認書類
・印鑑（シャチハタ印不可）
・申告する人の預貯金口座番号がわかるもの

確定申告書、市民税・県民税申告書、収支内訳書、医療費控除の明細書な
どの申告書類は、1月中旬に用意してあります。早めの準備・作成をして、
期限内に提出しましょう。

！
ポイント

■ 要介護認定者の障害者控除対象者認定証
　 と主治医意見書内容確認所の交付
　　交付を希望する方は、地域包括ケア推進課
　または各総合支所市民生活課へ申請ください。
　申請に必要なもの
 　・介護保険証
 　・印鑑（申請する方と要介護認定者本人のもの）
 　※認定書・確認書は、内容を審査し後日郵送します。
　 問合先 地域包括ケア推進課 ☎（２１）２２５３
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相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。■相談業務の案内
相　　　談 日　時 場所／問合先

弁護士相談（事前に要予約）

（弁護士が法的な見解等を助言 )
※予約開始
 2 月分：1月 4日（月）～
 3 月分：2月 1日（月）～
　(各日 8時 30分より受付 )
※ 同じ案件での相談は 2回ま
で（異なる会場で相談して
も同様）

1月8日（金）、22日（金）
2月12日（金）、26日（金）
10時～12時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

1 月 21日（木）
10時～ 12時

大平隣保館 2階 相談室
☎(43)6611 0120-46-7830

2 月 15日（月）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室
藤岡市民生活課☎ (62)0905

2 月 24日（水）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 会議室
都賀市民生活課☎ (29)1124

1 月 26日（火）
10時～ 12時

西方総合支所 1 階 会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

2 月 18日（木）
10時～ 12時

岩舟総合支所会議室棟1階第1会議室
岩舟市民生活課☎ (55)7763

法律相談（事前に要予約）
※栃木市社会福祉協議会主催

1月 5日（火）、19日（火）
9時～ 12時

大平地域福祉センター ふるさとふれあい館
/社会福祉協議会大平支所☎(43)0294

宅地建物相談（予約開始：1/4（月）8時
30分～）（売買や賃貸借、所有と管理）

1月 15日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

市民相談
( 日常生活の問題など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

消費生活相談 ( 商品やサービス
など消費生活全般 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 2 階 消費生活センター
☎ (23)8899 FAX (23)8820

合同相談

( 行政相談・人権相談 )

　♦移動県民相談も同時開設

♦1月12日（火）、26日（火）
10時～12時　

本庁舎 2 階 市民相談室
市民生活課☎ (21)2122

1 月 21日（木）
10時～ 12時

大平総合支所 1 階 相談室
大平市民生活課☎ (43)9211

2 月 10日（水）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室
藤岡市民生活課☎ (62)0905

♦ 2月 24日（水）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 大会議室
都賀市民生活課☎ (29)1124

1月26日（火）
13時30分～15時30分

西方公民館 2階 小会議室
西方市民生活課☎ (92)0308

♦ 2月 18日（木）
13時30分～15時30分

岩舟総合支所会議室棟1階第1会議室
岩舟市民生活課☎ (55)7763

相　　　談 日　時 場所／問合先

人権相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

大平隣保館☎(43)6611 0120-46-7830
厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

配偶者等からの暴力 (DV) 相談 月～金曜日
9時～ 16時

配偶者暴力相談支援センター
☎（21）2218

いじめ相談電話 月～金曜日 9時～ 17時
※土日祝日･時間外は
　事前予約可

本庁舎/青少年育成センター☎(24)0667
メール：gakusyu03@city.tochigi.lg.jp

青少年相談
( 非行問題・不登校など )

本庁舎/青少年育成センター☎(23)6566
メール：gakusyu03@city.tochigi.lg.jp

家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の子
どもとその家族 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

児童虐待相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／子育て支援課☎ (21)2227　
※左記以外の時間は☎ 189
（児童相談所全国共通ﾀﾞｲﾔﾙ）

婦人・ひとり親家庭相談 月～金曜日
9時～ 16時 本庁舎/子育て支援課　☎(21)2229

障がい児者相談 ( 福祉サービス
の利用・障がいを理由とする差
別・合理的配慮及び虐待防止 )

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎 /障がい福祉課 障がい児者相
談支援センター係
☎ (21)2219 FAX (21)2682

就労支援相談（事前に要予約）

(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時

※
祝
日
除
く

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113

第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時 大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191

高齢者相談
（介護や福祉、生活全般、虐待）月～金曜日8時 30分～ 17時 15分

本庁舎／栃木中央地域包括支援セン
ター ☎（21）2245・2246

もの忘れ相談
（認知症の専門員による相談）

1月 8日（金）
10時～ 11時 30分

本庁舎 1階 市民スペース／栃木中央地域
包括支援センター☎（21）2171・2246

サクラサイト商法に注意︕︕

　「有名人に会える」「お礼にお金を受け取ってほしい」「相談にのるだけで
報酬がもらえる」などのメールのやり取りをしていませんか？
　「サクラサイト」とは、業者に雇われた『サクラ』が、異性や芸能人、弁護士、占
い師などになりすまして、消費者の様々な気持ちを利用し、サイトに誘導、メッセー
ジ交換等のためのポイント購入等と言い、支払いさせるサイトをいいます。
サクラサイト商法のきっかけ・手口
出 会い系　ゲームサイト内の掲示板に書き込んであったＵＲＬをクリックしたら、出
会い系サイトに誘導され、登録した。無料ポイントを使って異性とメール交換を開
始した。会う約束をし、待ち合わせ場所に行ったが会えなかった。すると、相手か
ら「会えなかったので、今まで使ったポイント代と精神的被害の賠償金を払ってほ
しい」と言われた。
同 情型　無料ＳＮＳサイトで好きな芸能人のページにリンクを張って利用していたと
ころ、芸能人本人を名乗る者から直接メッセージが届き、「事務所に内緒でやり取

りしたい」と別サイトに誘導された。「相談に乗ってほしい」と言うのでメール交
換のためポイントを、今までに１００万円支払った。だまされたと思うので、「や
り取りをやめたい」と言うと「あなたに見放されたら、生きていけない」と言われ、
心理的に追い込まれている。
利 益誘引型　「在宅ワーク」とスマホで検索したところ、「悩みを聞くだけで収入を得
られる」という広告を見て、誘導されたサイトに登録した。メールの送受信は無料
だったが、お金を受け取るにはランクアップが必要と言われた。費用を支払ったが、
収入は得られない。
　「サクラサイト」の多くは、メールの交換やサービスを利用する度、費用が発生す
る仕組み「都度課金」になっていて、目的は、やり取りを長引かせること、有料ポイ
ントを購入させ続けることです。本当かどうか確認できない相手とメール交換はしな
い、お金は支払わないようにしましょう。
　将来得られるという収入より先に、高額な費用を請求する相手には注意が必要です。
簡単なやり取りだけでお金がもらえるということは、絶対にありません。トラブルに
あったと感じた場合は、消費生活センターに相談しましょう。

　　消費生活センター（本庁舎 2階）☎ (23) ８８９９ ／ FAX（23）８８２０

栃木市内にある高等学校のメンバーを中心に、学校の
枠組みを越えて蔵の街とちぎの街づくりに取り組むサー
クル活動、『とちぎ高校生蔵部』（以下、蔵部）に所属す
る西澤友里花さんをご紹介します

お互いを高めあう仲間。人との繋がり。
音楽が好きで、小さいころからギターを弾いたり、中学

校では邦楽部でお琴を弾くなど楽器に親しんできた西澤
さん。同級生の誘いで、蔵部が企画・運営するイベント
『栃木高校生合同文化祭』のバンドフェスティバルに出場。
得意のギター弾き語りを披露したことが、活動に参加す
るきっかけでした。「蔵部の存在は知っていて、興味があ
りました。同じ目標を共有して活動するメンバーの集ま
りは、学校とは違う刺激があります。意見がぶつかるこ
ともあるけれど、だからと言って嫌いになるわけじゃな
い。お互いに尊敬し、一緒に成長できる仲間たちです。」
蔵部に入部してからは、東日本台風の災害ボランティ

アや市内散策マップ製作など、様々な活動に参加してき
たそうです。その中でも『よかった』と感じたことを尋

ねると「例えば、散策マップの配布をしていると『蔵部
の子ね！』と声をかけられました。多世代の人たちと『蔵
部に所属している』という事を話題のきっかけに、会話
ができるのが嬉しかったです。色々な人との交流や、メ
ンバーとの会議で身に着けたコミュニケーション力は、
必ず自分の将来のためになると思っています。」

活動をもっと知ってもらうために！
　現在、蔵部には 30人ほどのメンバーが所属していま
すが、最近はコロナ禍で合同文化祭が中止になるなど、
新入部員の勧誘の場がなく、現在、１年生部員はたった
２人に。ぜひ、新入部員に入ってほしいと西澤さんは意
気込みます。「活動ができない今こそ、インスタなどオ
ンラインで私たちの活動を発信し、同世代のみんなに伝
えていきたい。以前、SNS で高校生の署名運動をした
ことがありますが、高校生の力というのは本当にすごい
んです。興味のある皆さん、私たちと一緒に街を盛り上
げ、高校生活を充実させませんか？」

西
にしざわ

澤 友
ゆ り か

里花 さん

とちぎ高校生蔵部 メンバー
高校２年生

とちぎ高校生蔵部 メンバー大募集 !!

入部希望などのお問合せは ･･･ 
　　生涯学習課 ☎（21）2489までTwitter Instagram

活動の様子は SNSで発信中！
左のQRコードからチェック !!
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栃
木
市
国
土
強
靱
化
地
域
計

画（
素
案
）に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

　
平
成
27
年
の
関
東
・
東
北
豪

雨
や
令
和
元
年
東
日
本
台
風
に

よ
る
自
然
災
害
等
を
踏
ま
え
、

起
こ
り
う
る
被
害
の
低
減
を
図

る
た
め
の
施
策
や
取
り
組
み
を

平
時
か
ら
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
現
在
、

令
和
３
年
度
か
ら
の
５
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
栃
木
市
国
土

強
靱
化
地
域
計
画
の
策
定
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
素
案

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
等

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
個
人
・
法
人
等
／
市
税

の
納
税
義
務
者
／
本
計
画
に
利

害
関
係
を
有
す
る
方

募
集
・
閲
覧
期
間　

１
月
５
日

（
火
）
〜
２
月
５
日
（
金
）
必

着閲
覧
場
所　
総
合
政
策
課
（
本

庁
舎
３
階
）、
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
（
同
４
階
）、
各
総
合
支

所
地
域
づ
く
り
推
進
課
、大
宮・

皆
川
・
吹
上
・
寺
尾
・
国
府
の

各
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

①
直
接
提
出　
閲
覧
場
所
窓
口

（
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

②
郵
送　
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
役
所
総

合
政
策
課
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

（21）
２
６
７
１

④
メ
ー
ル

kikaku01@
city.tochigi.lg.jp

※
提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日

公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名

等
は
非
公
表
）
意
見
に
対
す
る

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問
総
合
政
策
課
☎

（21）
２
３
０
２

栃
木
市
再
犯
防
止
推
進
計
画

（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

　
犯
罪
を
し
た
者
等
の
円
滑
な

社
会
復
帰
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
国
が
施
行
し
た
「
再

犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
で
は
、
都
道
府
県
お
よ

び
市
町
村
が
、
国
の
再
犯
防
止

推
進
計
画
を
勘
案
し
て
「
地
方

再
犯
防
止
推
進
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
犯
罪
や

非
行
が
起
き
に
く
い
社
会
づ
く

り
を
推
進
し
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

を
目
指
す
た
め
の
指
針
と
し
て

「
栃
木
市
再
犯
防
止
推
進
計
画
」

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見

等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
個
人
・
法
人
等
／
市
税

の
納
税
義
務
者
／
本
計
画
に
利

害
関
係
を
有
す
る
方

募
集
・
閲
覧
期
間

12
月
21
日

（
月
）
〜
１
月
20
日
（
水
）
必

着閲
覧
場
所　
福
祉
総
務
課
（
本

庁
舎
２
階
）、
市
政
情
報
セ
ン

タ
ー
（
同
４
階
）、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、
大
宮・皆
川・

吹
上
・
寺
尾
・
国
府
の
各
公
民

館
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
。

①
直
接
提
出　
閲
覧
場
所
窓
口

（
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

②
郵
送　
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

（
住
所
不
要
）
栃
木
市
福
祉
総

務
課
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

（21）
２
６
８
２

④
メ
ー
ル

f-total02@
city.tochigi.lg.jp

※
提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日

公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名

等
は
非
公
表
）
意
見
に
対
す
る

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問
福
祉
総
務
課
☎

（21）
２
２
０
３

栃
木
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
ス

ト
ッ
ク
適
正
化
計
画（
素
案
）に

関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き

る
施
設
の
持
続
的
な
提
供
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
便
性
向

上
の
た
め
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
現
状
の
把
握
、
分
析
・
評

価
の
実
施
と
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
定
め
る
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
案
に
対
す

る
皆
さ
ん
の
意
見
等
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
個
人
・
法
人
等
／
市
税

の
納
税
義
務
者
／
本
市
施
策
に

利
害
関
係
を
有
す
る
方

募
集
・
閲
覧
期
間

12
月
21
日

（
月
）
〜
１
月
20
日
（
水
）
17

時
15
分
必
着

閲
覧
場
所　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
マ
ル
ワ
・
ア
リ
ー
ナ
と
ち
ぎ

〔
総
合
体
育
館
〕
内
）、
市
政
情

報
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎
４
階
）、

各
総
合
支
所
地
域
づ
く
り
推
進

課
、
大
宮・皆
川・吹
上・寺
尾・

国
府
・
大
平
・
都
賀
・
岩
舟
の

各
公
民
館
、
渡
良
瀬
遊
水
地

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
城
、
関
東
ホ
ー

チ
キ
に
し
か
た
体
育
館
（
西
方

総
合
文
化
体
育
館
）、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
様
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
。

①
直
接
提
出　
閲
覧
場
所
窓
口

（
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

②
郵
送
　
〒
３
２
８
‐
０
１
２
３

栃
木
市
川
原
田
町
７
６
０
（
総

合
体
育
館
内
）
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

（25）
０
９
３
５

④
メ
ー
ル

sports@
city.

tochigi.lg.jp

※
提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日

公
表
し
ま
す
（
住
所
・
氏
名
等

は
非
公
表
）。
意
見
に
対
す
る

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

☎
（25）
０
９
３
０

栃
木
市
不
登
校
児
童
生
徒
適
応

指
導
教
室
の
在
り
方
に
関
す

る
方
針（
素
案
）に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
不
登

校
傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒
の
社

会
的
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行

う
た
め
、
市
内
５
カ
所
に
不
登

校
児
童
生
徒
適
応
指
導
教
室
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
施
設
で
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
や
、
本
市
の
不

登
校
児
童
生
徒
数
は
全
国
的
な

傾
向
と
同
じ
く
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
不
登
校
対

策
の
重
要
な
役
割
を
担
う
適
応

指
導
教
室
の
今
後
の
在
り
方
に

関
す
る
方
針
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
の
素
案
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
意
見
等
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
／
市
内
に
事
業
所
等
を

有
す
る
個
人
・
法
人
等
／
市
税

の
納
税
義
務
者
／
本
方
針
に
利

害
関
係
を
有
す
る
方

募
集・
閲
覧
期
間

12
月
17
日

（
木
）
〜
１
月
15
日
（
金
）
必
着

閲
覧
場
所　

学
校
教
育
課
お

よ
び
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー（
本

庁
舎
４
階
）、
各
総
合
支
所
地

域
づ
く
り
推
進
課
、
大
宮
・
皆

川
・
吹
上
・
寺
尾
・
国
府
の
各

公
民
館
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
。

①
直
接
提
出　
閲
覧
場
所
窓
口

（
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
を
除
く
）

平
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

②
郵
送　
〒
３
２
８
‐
８
６
８
６

（
住
所
不
要
）　
栃
木
市
教
育
委

員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ

（21）
２
６
９
０

④

メ

ー

ル

ses-toc@
city.tochigi.lg.jp

※
提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
後
日

公
表
し
ま
す
。（
住
所
・
氏
名

等
は
非
公
表
）
意
見
に
対
す
る

個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

問
学
校
教
育
課
☎

（21）
２
２
６
９

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎22-3535
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

お
知
ら
せ

ネーミングライツ事業の愛称が決定しました！
　今年度募集を行った、次の２施設の愛称が決定しました。愛称は、令和３
年４月から５年間使用します。正式名称は変更しませんが、市の広報媒体に
おいて、積極的に愛称を使用していきます。

問合先　行財政改革推進課　☎（21）２３４４

CITY GYM & SPA 遊楽々館

施 設 名　岩舟健康福祉センター（遊楽々館）
命名権者　株式会社 日本理化工業所

施 設 名　栃木文化会館
命名権者　岩下食品 株式会社

とちぎ岩下の新生姜ホール

新年も 新型コロナウイルス感染症情報に注意！
　接触確認アプリはもう利用して
いますか？国や自治体がお知らせ
する最新情報を確認し、感染症対
策をこころがけましょう。

問新型コロナウイルス感染症対策室 ☎（２１）２１４７

発熱など具合が悪い場合の相談は・・・
１. かかりつけ医等最寄りの医療機関に受診方法等について電話相談
２. かかりつけ医等最寄りの医療機関に連絡できない場合は、受診・相談センター（コールセンター）に連絡
　　受診・相談センター　☎0570-052-092
  　　→診療・検査医療機関をご案内します。　※検査をするかどうかは医師の判断となります。

接触確認アプリ ＣＯＣＯＡ
　陽性者と接触した可能性につい
て通知を受けることができます。

栃木県ＬＩＮＥ公式
「新型コロナ対策パーソナルサポート」
　県内の発生情報など、最新情報
が県から配信。Ｌ
ＩＮＥアプリをご
利用の方はぜひ登
録ください。

新型コロナウイルス感染症
【栃木市の情報】
（市ホームページ内）
　栃木市からの最
新情報や、感染予
防方法をご確認く
ださい。

App Store GooglePlay
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東
日
本
台
風
の
被
災
に
よ
り

購
入
し
た
新
た
な
家
屋
の
固

定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す

　
令
和
元
年
東
日
本
台
風
（
台

風
19
号
）
の
影
響
に
よ
り
家
屋

が
被
災
し
、
そ
の
後
市
内
に
新

た
な
家
屋
（
以
下
、
代
替
家
屋

と
い
う
）
を
建
築
・
購
入
し
た

場
合
、
申
請
に
よ
り
新
た
な
家

屋
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
が
４
年
間
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
の
主
な
条
件

①
被
災
家
屋
と
代
替
家
屋
の
所

有
者
が
同
一

②
被
災
家
屋
と
代
替
家
屋
の
用

途
や
使
用
目
的
が
同
一

③
代
替
家
屋
を
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
に
取
得
し
て
い
る

④
被
災
家
屋
の
り
災
証
明
の
判

定
が
半
壊
以
上

※
詳
し
い
条
件
や
申
請
方
法

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
問
合
先
へ
相
談

く
だ
さ
い
。

問 

資
産
税
課  

☎
（21）
２
７
６
２

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
青
木
利
男
氏
を
選
任

　
市
議
会
９
月
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
、
青あ
お
き木
利と
し
お男
氏

（
西
方
町
本
城
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
11
月
25
日

か
ら
令
和
５
年
11
月
24
日
ま
で

の
３
年
間
で
す
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、６
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
の
審

査
を
行
い
ま
す
。

問 

職
員
課  　
☎

（21）
２
３
５
１

新
斎
場
建
設
に
伴
う

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

岩
舟
町
三
谷
地
内
の
岩
舟

総
合
運
動
公
園
東
側
の
市
道

０
１
０
０
１
号
線
（
旧
広
域
農

道
）
に
て
、
新
斎
場
へ
の
進
入

路
交
差
点
改
良
工
事
を
行
い
ま

す
。
工
事
区
間
内
で
は
令
和
３

年
１
月
よ
り
、
片
側
交
互
通
行

等
の
交
通
規
制
と
な
り
ま
す
。

　
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問 

斎
場
整
備
室
☎

（21）
２
４
２
８

　

 

道
路
河
川
整
備
課

☎
（21）
２
７
８
４

３
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
事
前
に
「
健
康
保
険
証
利
用

申
込
」
を
す
る
こ
と
で
、
健
康

保
険
証
が
な
く
て
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
「
医
療
機
関
や

薬
局
」（
※
）
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

※
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
」

を
導
入
し
て
い
る
医
療
機
関
や

薬
局
に
限
り
ま
す
。

※
従
来
の
健
康
保
険
証
も
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
使
用
で

き
ま
す
。

利
用
申
込
方
法

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
」
に
ロ
グ
イ
ン
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み

取
り
対
応
の
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
」
ま
た
は
「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
」
が
必
要
で
す
。）

利
用
申
込
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　
市
で
は
、
栃
木
市
の
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
の
方
を
対
象
に
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
健
康
保
険
証

利
用
申
込
」
の
支
援
を
窓
口
で

行
っ
て
い
ま
す
。
専
用
の
パ
ソ

コ
ン
も
設
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
機
器
を
お
持
ち
で
無
い
方

も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　
栃
木
市
国
民
健
康
保
険 

ま
た
は 

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
の
方

場
所　
保
険
医
療
課
窓
口
（
市

役
所
本
庁
舎
２
階
）

利
用
時
間　
平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分

必
要
な
も
の　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
時
に
設
定
し
た
４
桁
の

暗
証
番
号
（
利
用
者
証
明
用
電

子
証
明
書
パ
ス
ワ
ー
ド
）

問 

保
険
医
療
課

国
民
健
康
保
険
☎
（21）
２
１
３
１　

後
期
高
齢
者
医
療
☎
（21）
２
１
３
７

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
市
税
・

保
険
料
の
口
座
振
替
手
続
き
～

１
月
か
ら
各
総
合
支
所
窓
口
で

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
～

　
市
役
所
の
本
庁
舎
・
各
総
合

支
所
の
窓
口
本
庁
と
各
総
合
支

所
の
い
ず
れ
で
も
銀
行
届
出
印

が
な
く
て
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
で
口
座
振
替
の
申
込
み
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

安
心
で
便
利
な
口
座
振
替
申
込

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
口
座
振
替
手
続
き
が
で

き
る
市
税
・
保
険
料

　

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）、国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料

※
「
特
別
徴
収
」（
事
業
者
な

ど
に
よ
る
天
引
き
払
い
）
は
対

象
外

問 

収
税
課　

  

☎
（21）
２
２
８
１

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
集
落

座
談
会

　
座
談
会
の
結
果
を
農
地
利
用

の
設
計
図
と
し
て
取
り
ま
と

め
、
継
続
的
な
見
直
し
を
行
い

ま
す
。
経
営
拡
張
を
お
考
え
の

方
、
離
農
等
に
よ
り
農
地
の
貸

付
等
を
お
考
え
の
方
な
ど
、
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象　
各
地
区
で
農
業
に
従
事

し
て
い
る
方
、
農
地
を
所
有
し

て
い
る
方

日
時
・
場
所

【
栃
木
地
域
】

�

国�

府
地
区　

１
月
19
日
（
火
） 

18
時
～　
国
府
公
民
館　
大

交
流
室

寺�

尾
地
区　

１
月
26
日
（
火
）

18
時
～　

寺
尾
公
民
館 

大

交
流
室

吹�
上
地
区　

１
月
28
日
（
木
）

18
時
～　

吹
上
公
民
館 

大

交
流
室

皆�

川
地
区　

２
月
２
日
（
火
）

18
時
～　

皆
川
公
民
館 

大

研
修
室

大�

宮
地
区
　
２
月
４
日
（
木
） 

18
時
～　
大
宮
公
民
館　
大

交
流
室

【
大
平
地
域
】

　

�

１
月
29
日
（
金
） 

18
時
～　

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ 

大
会
議

室
【
藤
岡
地
域
】

部�

屋
地
区　

２
月
９
日
（
火
） 

18
時
～　
部
屋
地
区
公
民
館　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

三�

鴨
地
区　

２
月
10
日
（
水
） 

18
時
～　
三
鴨
地
区
公
民
館　

講
座
室

赤
麻
地
区
・
藤
岡
地
区
　　
　
　
　 　

�

２
月
12
日
（
金
）
18
時
～　

藤
岡
公
民
館
３
階 

大
会
議
室

【
都
賀
地
域
】

　

�

１
月
27
日
（
水
） 

18
時
～　

都
賀
公
民
館　
講
堂

【
西
方
地
域
】

　

�

１
月
14
日
（
木
） 

18
時
30
分

～　
関
東
ホ
ー
チ
キ
に
し
か

た
体
育
館
（
西
方
総
合
文
化

体
育
館
）
２
階 

研
修
室

【
岩
舟
地
域
】

　

�

１
月
27
日
（
水
）
18
時
～　

岩
舟
公
民
館
２
階 

講
義
室

問 

農
業
振
興
課
☎

（21）
２
３
８
５

令
和
３
年
農
業
用
免
税
軽
油

の
申
請

日
時　

左
表
の
と
お
り

場
所　

栃
木
県
庁
下
都
賀
庁
舎　

第
２
福
利
厚
生
棟
会
議
室
（
神

田
町
）

受
付
時
間　

各
日
９
時
～
11
時

30
分
、
13
時
～
15
時
30
分

申
請
に
必
要
な
も
の　

免
税
軽

油
使
用
者
証
／
印
鑑
／
免
税
軽

油
の
引
取
り
等
に
係
る
報
告

書
（
納
品
書
又
は
領
収
書
を
添

付
、
写
し
で
も
可
）
／
手
数
料

４
２
０
円
（
新
規
申
請
お
よ
び

使
用
者
証
更
新
の
場
合
）
／
耕

作
証
明
書
（
新
規
申
請
お
よ
び

耕
作
面
積
が
変
更
に
な
っ
た
場

合
）
※
使
用
者
証
更
新
の
み
の

場
合
は
、
耕
作
証
明
は
不
要
。

※
新
規
申
請
の
方
は
、
免
税
証

の
交
付
が
後
日
に
な
り
ま
す
。

※
国
税
お
よ
び
地
方
税
の
差
押

え
等
の
滞
納
処
分
を
受
け
ら
れ

た
方
は
、
処
分
解
除
の
日
か
ら

２
年
を
経
過
し
な
け
れ
ば
申
請

で
き
ま
せ
ん
。

※
期
間
中
に
申
請
で
き
な
い
方

は
、
栃
木
県
税
事
務
所
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問 

栃
木
県
税
事
務
所

☎
（23）
６
８
８
２

※
耕
作
証
明
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

（21）

２
３
９
３
）
へ
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ 

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。
厚

生
年
金
の
加
入
者
ま
た
は
そ
の

加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者
を
除
き
、
ご
自
身
で
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

国
民
年
金
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

１
．
老
後
を
支
え
ま
す

　
老
齢
基
礎
年
金

２�

．
病
気
や
け
が
で
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
時
に
支
え
ま
す　
　

障
害
基
礎
年
金

３�

．
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
、
子
の
あ
る
配
偶
者
・
子

を
支
え
ま
す

　
遺
族
基
礎
年
金

　
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
年
金
手

帳
」、「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

書
」等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。収
入

が
無
く
、
保
険
料
の
支
払
い
が

困
難
な
場
合
は
、「
学
生
納
付

特
例
制
度
」（
学
生
の
み
）
や

「
納
付
猶
予
制
度
」（
50
歳
未
満
）

な
ど
の
保
険
料
免
除
制
度
が
あ

り
ま
す
。免
除
申
請
を
希
望
す

る
方
は
、市
役
所
本
庁
舎
・
各

総
合
支
所
ま
た
は
年
金
事
務
所

に
て
手
続
き
く
だ
さ
い
。

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
４

　
栃
木
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎

（22）
４
１
３
１

事
業
用
償
却
資
産
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

　
栃
木
市
内
に
事
業
用
の
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
と

な
り
、
地
方
税
法
第
３
８
３
条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
対
象
と
な

る
方
は
、
令
和
３
年
１
月
１
日

現
在
の
償
却
資
産
所
有
状
況
に

つ
い
て
、
期
日
ま
で
に
申
告
書

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
廃
業
等
に
よ
り
対
象
と
な
る

資
産
が
な
い
場
合
も
そ
の
旨
申

告
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
告
に
必
要
な
書
類
等
を
12

月
上
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。
お

手
元
に
届
い
て
い
な
い
場
合

は
、
問
合
先
へ
。

申
告
期
限　
２
月
１
日
（
月
）

問 

資
産
税
課  

☎
（21）
２
２
７
２ 

１
月
26
日
は 

　
　
　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

　

１
月
26
日
は

法
隆
寺
金
堂
壁

画
が
焼
損
し
た

日（
昭
和
24
年
）

で
す
。
毎
年
こ
の
日
は
、
文
化

財
を
火
災
や
震
災
そ
の
他
の
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
全
国
的
に

文
化
財
防
火
運
動
や
文
化
財
愛

護
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
当
市
に
も
多
く
の
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
大
切
な
文
化
財
を

火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問 

市
消
防
本
部
予
防
課

 

☎
（22）
０
０
７
２

工事区間

地理院タイル (標準地図）を加工して作成

工事箇所図

遊楽々館

受付日 対象地域
午前 午後

2 月 3日（水）・4日（木） 栃木
2月 5日（金）・8日（月） 共同・受委託
2月 9日（火）・10日（水） 都賀・西方
2月 12日（金）・15日（月） 藤岡

2月 16日（火） 大平
2月 17日（水） 大平 岩舟 (静和 )
2 月 18日（木） 岩舟 (岩舟 ) 岩舟 ( 小野寺 )

青木利男 氏
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ゴ
ミ
や
油
分
を
排
水
口
に
流
さ

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
家
庭
の
台
所
や
お
店
の
厨
房

等
か
ら
流
れ
込
ん
だ
ゴ
ミ
や
油

分
で
下
水
管
が
詰
ま
り
、
汚
水

が
マ
ス
や
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
溢

れ
だ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
浄
化
槽
の
場
合
は
ゴ
ミ
や

油
分
が
流
れ
込
む
こ
と
に
よ
り

処
理
機
能
が
低
下
し
た
り
本
体

が
故
障
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
・
・
・

・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外

の
ゴ
ミ
は
流
さ
な
い
。

・
使
用
し
た
調
理
器
具
・
食
器

類
は
油
分
を
ふ
き
取
っ
て
か
ら

洗
う
。

・
ス
ー
プ
・
汁
物
類
は
使
わ
な

く
な
っ
た
布
等
で
濾
し
て
か
ら

流
す
。

・
揚
げ
物
に
使
っ
た
油
は
廃
食

用
油
の
回
収
に
出
す
か
、
市
販

の
凝
固
剤
等
で
固
め
て
ゴ
ミ
に

出
す
。

・
お
店
等
で
油
分
を
分
離
す
る

装
置
が
あ
る
場
合
は
、
装
置
の

清
掃
を
こ
ま
め
に
行
う
。

な
ど
工
夫
を
し
、ゴ
ミ
や
油
分

が
下
水
道
や
浄
化
槽
に
流
れ
込

ま
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
建
設
課

　
　
　
　
　
　
☎

（21）
２
２
９
０

水
道
建
設
課
か
ら
の
お
知
ら

せ水
道
管
の
凍
結
に
注
意

　
寒
い
日
が
続
く
と
、
水
道
管

が
凍
っ
た
り
破
裂
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
を

寒
さ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

　
屋
外
に
あ
る
蛇
口
や
露
出
し

て
い
る
水
道
管
の
ほ
か
、
陽
の

当
た
ら
な
い
風
当
た
り
の
強
い

と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー

な
ど
で
す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は

　
水
道
管
や
蛇
口
に
、
保
温
材

や
毛
布
、布
切
れ
な
ど
を
巻
き
、

そ
の
上
か
ら
テ
ー
プ
な
ど
を
巻

き
つ
け
て
保
温
し
て
く
だ
さ

い
。
少
量
の
水
を
出
し
て
お
く

と
凍
結
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

凍
結
し
て
し
ま
っ
た
ら

　

自
然
に
溶
け
る
の
を
待
つ

か
、
タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
、

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て

く
だ
さ
い
。
急
に
熱
湯
を
か
け

る
と
、
破
裂
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に

あ
る
元
栓
を
閉
め
、
市
の
指
定

を
受
け
た
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
注
意

　
市
と
関
係
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
せ
て
、
突
然
お
宅
を
訪
問
し

水
質
検
査
を
行
っ
た
あ
と
、
浄

水
器
を
売
り
つ
け
た
り
、
管
の

洗
浄
を
強
要
す
る
な
ど
の
悪
質

な
訪
問
販
売
等
に
は
、
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で
は
、

お
客
様
か
ら
の
依
頼
の
な
い
水

質
検
査
や
、
浄
水
器
の
販
売
・

あ
っ
せ
ん
な
ど
は
行
い
ま
せ

ん
。

水
道
を
ご
使
用
に
な
り
た
い
方

へ
　
ま
だ
市
の
水
道
を
使
っ
て
い

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
使
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
水
道
工
事
は
、

市
の
指
定
を
受
け
た
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
事

業
者
の
名
簿
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。）

問
水
道
建
設
課
☎

（25）
２
１
０
５

子
ど
も
未
来
基
金
へ
の
ご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
子
育
て
支
援
に
役
立
て
て
欲

し
い
と
、
井
上
株
式
会
社
様
よ

り
、
５
０
，
０
０
０
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
寄
附
金
は
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
や
子
育
て
環
境
の
充
実

の
た
め
の
事
業
に
有
効
に
活
用

し
ま
す
。

問
子
育
て
支
援
課☎

（21）
２
２
８
８

募

集

「
障
が
い
者
対
象
」
会
計
年

度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
令
和
３
年
４
月
１
日
任
用
）

　

市
で
は
、「
事
務
補
助
」
と

し
て
働
く
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
応
募
時
点
で
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
お
り
、
週

20
時
間
以
上
勤
務
で
き
る
方

（
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規

定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
す
る

方
を
除
く
）。
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

職
務
内
容　
Ｐ
Ｃ
へ
の
入
力
作

業
、
書
類
の
整
理
、
資
料
の
印

刷
・
封
入
、
管
理
施
設
の
清
掃

や
電
話
・
来
客
対
応　
な
ど

募
集
人
数　
４
名
程
度

報
酬　

時
間
額
９
２
４
円
〜

（
職
務
の
経
験
年
数
に
よ
り
決

定
）

手
当　
自
宅
か
ら
勤
務
地
ま
で

通
勤
に
係
る
費
用
を
距
離
に
応

じ
て
支
給
。
ま
た
、
要
件
に
該

当
し
た
場
合
、
期
末
手
当
の
支

給
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
条
件　
原
則
１
日
６
時
間

の
週
５
日
（
勤
務
時
間
や
勤
務

日
数
は
、
障
が
い
特
性
に
応
じ

て
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

雇
用
期
間　
令
和
３
年
４
月
１

日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日
の
１

年
以
内

選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び

面
接
試
験

応
募
方
法　
所
定
の
選
考
申
込

書
と
障
害
者
手
帳
に
関
す
る
申

出
書
（
問
合
先
に
あ
り
）
に
障

害
者
手
帳
の
写
し
を
添
え
て
、

問
合
先
に
郵
送
ま
た
は
直
接
提

出応
募
期
間　

１
月
４
日
（
月
）

〜
22
日
（
金
）（
必
着
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
職
員
課

☎
（21）
２
３
５
１

学
校
支
援
員
・
個
別
指
導
通

級
教
室
指
導
員
の
募
集

①
学
校
支
援
員

学
校
生
活
に
お
い
て
特
別
に

配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
や
不

登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
を
行

い
ま
す
（
教
員
免
許
有
資
格
者

や
心
理
職
経
験
者
を
優
遇
）

雇
用
期
間　
令
和
３
年
４
月
１

日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

勤
務
条
件　
１
日
６
．５
時
間・

週
５
日
（
長
期
休
業
期
間
を
除

く
）

報
酬　

８
，
０
４
２
〜
８
，

４
８
６
円
／
日

②
個
別
指
導
通
級
教
室
指
導
員

通
級
教
室
に
通
う
児
童
に
、

個
別
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

資
格　
小
学
校
教
諭
の
有
効
な

普
通
免
許
状
を
取
得
し
て
い
る

か
、
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
方

雇
用
期
間　
令
和
３
年
４
月
１

日
〜
令
和
４
年
３
月
31
日

勤
務
条
件　
１
日
７
時
間
・
週

５
日（
長
期
休
業
期
間
を
除
く
）

報
酬　

８
，
６
６
０
〜
９
，

２
７
６
円
／
日

☆
共
通
事
項

対
象　
平
成
13
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
で
、
教
育
へ

の
夢
を
持
ち
、
児
童
生
徒
と
共

に
活
動
で
き
る
方

選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び

面
接

面
接
日　
１
月
24
日
（
日
）

面
接
会
場　
市
役
所
本
庁
舎
４

階応
募
方
法　

１
月
８
日
（
金
）

ま
で
に
所
定
の
志
望
書
（
問
合

先・市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）

を
直
接
問
合
先
へ
。

問
学
校
教
育
課
☎

（21）
２
４
７
２

令和3年度市民活動推進事業“とちぎ夢ファーレ”
募集 および 説明会開催のお知らせ

市では、「共に考え共に築きあげるまちづくり」を進めるため、市民の皆さん
からの寄付と公金で運営する “市民協働まちづくりファンド ”を活用して、主
体的・公益的な市民活動を応援しています。日ごろの思いやアイデアを活かし、
栃木市の夢と未来を創造してみませんか？ 
対象 　主に市内で活動を行う３人以上の非営利活動団体（市民活動団体、ボラン
ティアグループ、ＮＰＯ法人、自治会、ＰＴＡ、育成会、学生のグループなど）

対象 となる事業　自らの企画提案によるもので、原則として新たに実施する公益的な事業（政治活動、宗教
活動や営利事業は対象外）

補助 の種類・内容　下表のとおり。
　　（A・Bコース、学生、防災及び新型コロナウイルス対策関連事業の採択に力を入れていく予定です）
　　

※Ｂ・Ｃコースについては、３年目以降、補助割合は２分の１以内
応募 方法　所定の応募書類（地域づくり推進課、各総合支所地域づくり推進課、とちぎ市民活動推進センター
くらら、市ホームページに設置）に必要事項を記入のうえ、１月４日 (月 ) ～ 29日 ( 金 ) 必着で地域づ
くり推進課（市役所本庁舎３階）に直接提出。

　　※ 応募にあたっては、応募案内・記入のポイント等をよくご覧ください。１月 27日 ( 水 ) まで地域づ
くり推進課にて、申請内容の相談も行います。

審査　一次審査（書類審査）　二次審査（プレゼンテーション）３月６日 (土 ) を予定
説明会　補助事業の概要や、提出書類の書き方等を説明します。初めて応募する団体は、いずれかの説明会
にご参加ください。
　１月７日 (木 ) 14 時 都賀公民館研修室（都賀町原宿）・ 19 時 大平公民館視聴覚室（大平町富田）
　１月８日 (金 )　 19 時　キョクトウとちぎ蔵の街楽習館講義室（入舟町）
　１月９日 (土 )　 19 時　岩舟公民館講義室（岩舟町静）

問合先　地域づくり推進課　☎ (21) ２３３２

スタートアップ補助（Ａコース）
新規事業若しくは新規事業を起こすための準備又は新
規の地域コミュニティ活動

補助割合　　補助対象経費の 10/10 以内
補助限度額　５万円まで
補助期間　　１年

ステップアップ補助（Ｂコース）
既存団体の新規事業又は既存事業の充実若しくは拡大
事業

補助割合　　補助対象経費の 3/4 以内
補助限度額　１０万円まで
補助期間　　Ａ～Ｃ通算で継続最長５年

ジャンプアップ補助（Ｃコース）
市内の広域的な地域の活性化につながる複数回実施す
る事業又は複合的に行う事業

補助割合　　補助対象経費の 2/3 以内
補助限度額　３０万円まで
補助期間　　Ａ～Ｃ通算で継続最長５年

まちづくりパワーアップ補助（Ｄコース）
市全体の活性化につながる事業又は、相互に交流及び
連携を図る事業

補助割合　　補助対象経費の 2/3 以内
補助限度額　５０万円まで
補助期間　　継続最長３年

ご利用ください ごみ分別アプリ「さんあ～る」
 スマホ・タブレットで、各アプリストアから
ダウンロードください。
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子
育
て
応
援
企
業
募
集

　
子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ

育
つ
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

子
育
て
応
援
企
業
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
に
優
し
い
企

業
と
し
て
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
に
事
務
所
・
事
業

所
を
有
す
る
個
人
・
法
人
・
そ

の
他
の
団
体

要
件　
次
の
項
目
の
う
ち
３
つ

以
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
取

り
組
も
う
と
す
る
）
企
業

（
１
）
仕
事
と
子
育
て
を
両
立

し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

①
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策

定②
子
育
て
を
し
な
が
ら
就
労
し

や
す
い
労
働
環
境
の
整
備

③
子
育
て
に
配
慮
し
た
有
給
休

暇
取
得
の
促
進

④
特
別
休
暇
制
度
の
創
設

⑤
子
育
て
に
配
慮
し
た
勤
務
体

制
の
創
意
工
夫

⑥
育
児
休
業
中
の
社
内
情
報
提

供（
２
）
地
域
に
お
け
る
子
育
て

を
応
援
す
る
取
組

①
大
学
生
、
若
年
求
職
者
等
を

対
象
と
し
た
就
業
体
験
（
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
の
実
施

②
工
場
、
施
設
等
見
学
の
受
入

れ③
専
門
技
術
を
活
か
し
た
地
域
の

学
校
行
事
及
び
授
業
へ
の
協
力

④
地
域
の
安
全
安
心
の
た
め
の

活
動
へ
の
参
加
お
よ
び
支
援

（
３
）
独
自
の
積
極
的
な
子
育

て
の
支
援

①
そ
の
他
の
特
色
あ
る
取
り
組

み登
録
期
間　
３
年
間

登
録
方
法

　
所
定
の
登
録
申
請
書
（
子
育

て
支
援
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
設
置
）を
子
育
て
支
援
課（
市

役
所
本
庁
舎
２
階
）
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
随
時
受
付
）。

市
で
審
査
の
う
え
、
登
録
証
を

交
付
し
ま
す
。

※
登
録
後
は
、
年
に
１
度
、
報

告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
合
先
へ
。

問
子
育
て
支
援
課☎

（21）
２
２
２
１

第
３
回
栃
木
市
シ
ル
バ
ー
作

品
展
開
催
＆
作
品
募
集

　
市
内
で
活
き
活
き
と
創
作
活

動
を
行
う
皆
さ
ん
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

期
日　

２
月
18
日
（
木
）・
19

日
（
金
）

会
場

栃
木
文
化
会
館
展
示
室

展
示
作
品
募
集

　
ご
自
分
で
制
作
し
た
作
品
を

展
示
し
て
、
日
頃
の
創
作
活
動

の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で
も
出

品
で
き
ま
す
。

応
募
資
格　
所
定
の
時
間
に
栃

木
文
化
会
館
に
て
作
品
の
搬

入
・
搬
出
が
可
能
な
方

募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
手
工
芸
、
書
、
写
真　

な
ど

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙

（
問
合
先
・
各
総
合
支
所
に
あ

り
）
を
応
募
期
間
内
に
問
合
先

へ
提
出

応
募
期
間

12
月
18
日
（
金
）

〜
１
月
29
日
（
金
）
必
着

問
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

☎
（21）
２
２
４
１

入
居
者
募
集
情
報

市
営
住
宅

平
井
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ  

１

戸
（
３
階
）
※
単
身
者
可

城
内
市
営
住
宅　
３
Ｄ
Ｋ　
１

戸
（
４
階
）
※
単
身
者
可

大
宮
市
営
住
宅　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
２
階
）

川
原
田
市
営
住
宅　
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
３
階
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ
イ

ハ
イ
ツ
）（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　

３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
（
７
８
．
４
５
平
方
㍍
）　

１
戸　
家
賃
６
万
９
千
円
／
月

☆
共
通
事
項

申
込
期
間　

１
月
５
日
（
火
）

〜
８
日
（
金
）　

８
時
30
分
〜

17
時

入
居
日　
２
月
１
日
（
月
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で

入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
、
募
集
住
戸
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
申
込
先
へ
。

申
込
先　
宅
建
と
ち
ぎ
公
営
住

宅
管
理
セ
ン
タ
ー☎

（21）
８
６
７
７

令
和
３
年
度
地
域
文
化
活
動

（
民
俗
芸
能
）
助
成
推
薦
団

体
募
集

　
（
一
財
）
冲
永
文
化
振
興
財

団
が
行
う
伝
統
民
俗
芸
能
へ
の

助
成
を
希
望
す
る
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
（
県
で
１
団
体
を

推
薦
）。
希
望
す
る
団
体
は
問

合
先
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象　
伝
統
民
俗
芸
能
の
保
存

伝
習
事
業
を
行
う
団
体
（
保
存

会
等
の
規
約
が
あ
り
、
事
業
収

支
計
画
等
作
成
し
て
い
る
団
体

に
限
る
）

応
募
締
切　
１
月
29
日
（
金
）　

問
文
化
課　

  

☎
(21)
２
４
９
７

催

し

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
♥

卓
球
を
通
し
て

              

新
た
な
出
会
い

　
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
国
民

的
ス
ポ
ー
ツ
卓
球
を
通
し
て
、

新
た
な
出
会
い
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
♪

　
ウ
イ
ン
グ
栃
木
と
の
合
同
企

画
で
す
。

日
時　
１
月
16
日
（
土
）
17
時

〜
19
時

場
所　
大
平
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
大
平
町
蔵
井
）

対
象

40
代
ま
で
の
独
身
男
女

定
員　
男
女　
各
５
人

費
用　
男
性　
４
，
０
０
０
円　

女
性　

２
，
０
０
０
円
（
女

性
２
名
以
上
の
申
し
込
み
で

５
０
０
円
引
）

申
込　
身
分
証
を
お
持
ち
の
う

え
、
１
月
８
日
（
金
）
ま
で
に

代
金
を
添
え
て
問
合
先
へ
直
接

問
大
平
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
（43）
５
１
９
１

受
付　
13
時
〜
21
時

ス
ポ
ー
ツ

第
46
回
栃
木
市
岩
舟
駅
伝
競

走
大
会
中
止
の
お
知
ら
せ

　
３
月
７
日
（
日
）
に
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
第
46
回

栃
木
市
岩
舟
駅
伝
競
走
大
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
中
止
し

ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

問
岩
舟
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　
☎

（55）
２
５
０
０

地域の課題解決や将来を一緒に話し合いませんか？

地域会議委員を募集します
　市では、市内を 8地域（栃木中央、栃木東部［国府、大宮］、栃木西部［吹
上、皆川、寺尾］、大平、藤岡、都賀、西方、岩舟）にわけ、それぞれの地
域の住民代表組織として、地域の課題解決や地域の将来について話し合う「地
域会議」を設置しています。
　各地域の区域内の方を対象に、地域会議の第４期目の委員を以下のとおり
募集します。
応募資格　満 20歳以上で、各地域会議の該当区域内に在住・在勤・在学の方
　　（ 本市の議会議員・行政委員・常勤の職員・本市の審議会等の委員に 2

つ以上なっている方を除きます）
募集人数　各地域　２～４人
任 期　令和３年４月 1日～令和５年 3月 31日
報 酬　日額 4,000 円（部会の場合は日額 1,000 円）
会 議　月1回程度を予定（開催日時は地域で異なります）
　　　部会を設け活動する場合があります。
そ の 他　委員の氏名は公表されます。
応募 方法　所定の応募用紙（下記提出先 および 市ホームページに設置）に
必要事項を記入のうえ、下記提出先へ提出。

提 出 先　本庁地域づくり推進課（窓口へ直接・郵送・FAX または メール）
　　　　　 各総合支所地域づくり推進課窓口、大宮・皆川・吹上・寺尾・国府の

各公民館窓口
応募期限　１月 25日（月）17時 15分必着
選 考  書類選考を行い、結果は応募者全員に通知します。
　　　　（選考に当たっては、年齢、性別等のバランスを考慮します。）
※地域会議の活動や委員の募集に関する詳細は、栃木市HP「地域会議」のペー
ジをご覧ください。
https://www.city.tochigi.lg.jp/site/chiiki/

問合先　地域づくり推進課 ☎（21）2331

絶滅危惧種チュウヒの
ねぐら入り観察会
　渡良瀬遊水地のシンボルバードで
あるチュウヒは両翼をＶ字に広げて羽
ばたきながらヨシ原にねぐら入りします。
絶滅危惧種に指定されている貴重な野鳥を観察
してみませんか？
日時　１月 30日（土）　15時集合受付 18時頃解散予定
　　　悪天候の場合は１月 31日（日）に順延
集合場所　渡良瀬遊水地ハートランド城（藤岡町藤岡）
内容　渡良瀬遊水地野鳥観察会による野鳥の説明後、観察ポイントへバスで
移動し、チュウヒのねぐら入りを観察します。
対象　どなたでも　　　定員　20人（先着順）　　　費用　無料
※暖かい服装でお越しください（希望者に双眼鏡を貸し出しあり）
申込　１月 13日（水）～ 22（金）に問合先へ

問 渡良瀬遊水地課　☎（62）０９１９
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市民活動やシルバー人材センター、
社会福祉協議会、県などから依頼さ
れた記事を掲載するコーナーです。

  時 日時    場 場所    対 対象    定 定員
  費 費用    内 内容    申 申込    問 問合先　

みんなの伝言板・トピックス

写経を書いて明るく元気になろう︕
時① 1 月 9 日（土）　② 1 月 15 日（金）　
10時～ 12 時場①岩舟公民館　②大平公民
館対どなたでも費 400 円内じっくりと写経
体験申不要問生涯学習人材バンク講師（中島）
☎ 0276-73-7071

シルバー人材センター入会説明会
時① 1月 12 日（火）13 時 30 分～② 1月
13日（水）13時 30分～③ 1月 14日（木）
13時 30 分～場①北部事業所（都賀保健セ
ンター 都賀町原宿）②南部事業所（藤岡町
大前）、岩舟連絡所（岩舟町下津原）　③キョ
クトウとちぎ蔵の街楽習館（入舟町）、大平
連絡所（大平町西野田）※栃木と大平、藤岡
と岩舟は同日開催です対市内在住で働く意
欲のある 60歳以上の方。お住まいの地域の
事業所へ問栃木事務局☎（23）4165 南部
事業所☎（62）1534 北部事業所☎（27）
8812大平連絡所☎（43）0155西方連絡所
☎（92）8390 岩舟連絡所☎（55）8358
※入会を希望される方は必ず入会説明会にご
出席下さい。

シルバー人材センター刃物研ぎ
時令和３年 1月 20日（水） 9 時～ 12時（申
込みは 11時 30分まで）場キョクトウとち
ぎ蔵の街楽習館 1階西側 シルバー人材セン
ター作業室前（入舟町）費包丁類 300円～・
刈込はさみ 600 円～ 問シルバー人材セン
ター栃木事務局 ☎（23）4165

藤岡地域のどんど焼き
時 1 月 16日（土）（荒天時は翌 17日（日）

に延期）正月飾り回収 10時～ 12時（時間
厳守）どんど焼き 13時 30分～場藤岡総合
体育館南側公園（藤岡町藤岡）内年間の無病
息災・家内安全等を願う「どんど焼き」昨年
に引き続き今年も実施します。※環境への配
慮のためプラスチックや金具類の取外しにご
協力ください。※来場時のマスク着用・受付
での検温にご協力をお願いします。申ハー
トランドまちづくり隊（山士家）☎（６１）
２３１０

福祉のお仕事就職フェア（県南エリア）
時 1 月 23 日（土）13 時～ 15 時 30 分場
小山市立中央公民館（小山市中央町）内福祉
の仕事に就きたい方と求人事業所との相談
会。福祉の仕事や資格の相談も可申栃木県社
会福祉協議会☎ 028-643-5622

山本有三記念会　文学講座（全 2 回）
「郷土の偉人　山本有三」
時第 1回「路傍の石を深読みする」1月 30
日（土）、　第 2回「有三を取巻く人間模様」
1 月 31 日（日）　両日とも 14 時～ 15 時
30分場栃木図書館 2階会議室対どなたでも
定両日とも 25人（先着順）費無料内大塚幸
一氏（山本有三記念会会長）を講師に、新た
な発見や人とのつながりを手がかりに有三の
実像に迫る。申問合先へ電話または直接受付
まで　※ 12月 22 日（火）受付開始問山本
有三ふるさと記念館☎（22）8805

税理士会が行う還付申告無料税務相談
時 2 月 3日（水）対所得金額 300万円以下
の給与所得者及び年金受給者（感染症対策の
ため原則電話相談）申事前に電話で問合先へ
（相談内容によっては有料となることもあり
ます）問税理士会栃木支部☎（24）4861

「海浜ものづくり」参加者募集
時２月 13日（土）・14日（日）場とちぎ海
浜自然の家（茨城県鉾田市）対 3 歳以上の
栃木県民定 100 人（申込先着順）内ものづ
くり（流木を使った創作活動、サンドブラス
ト、ちぎり絵掛け軸づくり）。科学工作（プ
ラネタリウムづくり、万華鏡づくりなど）。
栃木県子ども総合科学館職員によるサイエ
ンスショー申 1 月 6 日（水）までに問合先
へ。問とちぎ海浜自然の家　☎０２９１-37-
４００４

「かっぽれ踊り」「小唄」教室
内江戸からの伝統芸能である幇

ほうかん
間（太鼓持

ち）が踊るかっぽれ踊りや小唄（春日流）を
習いませんか。指導者 : かっぽれ踊り 幇間　
桜
さくらがわ
川米

よねしち
七師匠、小唄　赤

あかさか
坂理

り か こ
花子師匠（春

日とよ艶
つやこはな
子花） 対どなたでも 申問合先へ電

話にて 問小江戸とちぎ会（青木）☎ 090-
3044-6229

いつここ就活講座
時 1 月 19日（火） 適職検査・1月 21日（木） 
履歴書面接対策場キョクトウとちぎ蔵の街楽
習館　会議室 4 対 15 歳～ 49歳の現在求職
中の方定 5 人（先着順）費無料申年 1月 13
日（水）までに問合先へ電話にて問とちぎ
県南若者サポートステーション☎ 0285-25-
7002

栃木市チャレンジ母親クラブ会員募集－みん
なで一緒に子育てしましょう－
対 0 ～ 12歳（小学生まで）の子どもと母親
他内親子および母親同士の親睦・交流活動 /
世代間の交流活動 /子育てに関する研修活動
/児童の事故防止活動定 40 組（先着順）
費大人の入会金 1000円（保険料を含む）+
子供の保険料 1人 100 円※行事により実費
あり申 2 月 1 日（月）～いまいずみ児童館
にある申込用紙に代金を添えて窓口へ問栃木
市チャレンジ母親クラブ（いまいずみ児童館
内）　☎（27）5322

法定相続人は誰︖法定相続情報証明制度
　これまで相続の手続きでは、亡くなった方
の戸除籍謄本の束を相続手続きの各窓口毎に
何度も提出する必要がありました。相続人の
負担軽減のため、法務局では「法定相続情報
証明制度」を開始しています。これは、戸籍
などの書類をもとに法定相続人が誰であるか
を法務局が確認し、戸籍謄本等に代わる証明
書を無料で発行するものです。この証明書は、
相続登記のほか、金融機関、税務所での申告
など、様々な相続手続きで使用できます。詳
しくは法務局ホームページへ。問宇都宮地方
法務局栃木支局　☎（２２）１５５３

令和３年度栃木県地球温暖化防止活動推進員募集
時任期：３年４月１日～令和５年３月 31日
対令和３（2021）年４月１日現在 18歳以
上の県内在住の方で、地球温暖化対策のため
の活動に熱意と識見を有し、地域で活動でき
る方申推進員応募のためには研修会への参加
が必須です。下記アドレスに掲載の研修会参
加申込書に必要事項を記入のうえ、栃木県地
球温暖化防止活動推進センター宛てお申し込

みください。http://www.
pref.tochigi.lg.jp/d02/
suisinninnpe-ji.html 問 栃
木県地球温暖化防止活動
推進センター☎ 028-673-
9101

栃木税務署非常勤職員募集
時期間：1月上旬から 3月下旬、9時から
17時のうち数時間場勤務地：栃木商工会議
所または栃木税務署内①確定申告会場でのパ
ソコン操作補助②データ入力、書類整理、窓
口業務問栃木税務署☎（22）0885（自動音
声案内で「2」を選択）

県立県南産業技術専門校 募集情報
技能講習受講者募集
時 A:「機械加工基礎」２月２日（火）・3日
（水）9時～ 16時、B:「ガス溶接技能講習②」
2月 17 日（水）・18 日（木）9時～ 17 時
場栃木県立県南産業技術専門校（足利市多田
木町） 定 A：10人、B:20 人（先着順）費 A：
3,580 円、B：5,040 円（栃木県収入証紙にて
支払い） 申開講日の 10日前までに問合先へ
訓練生募集（４月入校）
時 C:「CAD基礎科」（３か月）、D:「機械加
工科」（６か月）、Ｅ：「ＮＣ機械科」（６か月）、
Ｆ：板金溶接科（６か月）、Ｇ：「電気設備課」（１
年）場栃木県立県南産業技術専門校（足利市
多田木町） 定 C・E：10人、D・F:5 人、Ｇ：
１５人費受講料無料（実費負担あり） 申求職
登録をしている方は、ハローワークを通して
申し込み。選考日：３月１７日（水）
問栃木県立県南産業技術専門校 ☎ 0284-
91-0803

栃木県立博物館　1 月の行事
企画展　ちょっとディープな日光の自然ガイド
時１月１６日（土）～３月２８日（日）内栃
木県が誇る自然観光地・日光。その自然につ
いて、基礎知識からマニアック情報まで紹介。
特別展示　令和の御

ごたいれい

大礼～悠
ゆ き

紀地方に選ばれ
た栃木～
時１月２３日（土）～２月２３日（火）内大
嘗祭における悠紀地方の歴史的な役割を紹介
県博デー
時１月１７日 ( 日 ) 内百人一首読み札ぬり絵
／クイズにチャレンジ／宇都宮大学マンドリ
ンクラブコンサート／キッズツアー「オス？
メス？どっち？」／学芸員とっておき講座
場栃木県立博物館（宇都宮市睦町）費入館料
のみ問栃木県立博物館☎ 028-634-1312

トピックス

朝ドラ脚本の八津弘幸さんが
栃木市長を表敬訪問

　市内藤岡地域出身の脚本家で、栃木市ふるさと大
使の八津弘幸さんが、１１月２４日に栃木市長を表
敬訪問されました。八津さんはこれまでにも「半沢
直樹」や「下町ロケット」など、数多くの人気ドラマ
の脚本を手掛けています。この日は、１１月３０日放
送開始のＮＨＫ朝の連続テレビ小説「おちょやん」
のポスターを大川市長に手渡し、「大変な時代ですが、
朝から『おちょやん』を観て、少しでも元気な気持ちを
お届けできれば嬉しい」とお話してくださいました。

テーマは「平和と友情」
交流のちょうちんのあかり

　１１月１４日～２１日の期間、市内を流れる巴波
川の常盤橋から倭橋の間を、約４００個のちょうち
んあかりが彩りました。これは、栃木青年会議所が
企画し、留学生をはじめとする市内在住の外国人の
皆さんが「平和と友情」をテーマに絵付けをしたちょ
うちんです。
　ちょうちんが照らし出す様々な色のあかりが水面
に映る幻想的な光景を、訪れた多くの人が楽しみま
した。

全国の女性首長が
オンライン会議で一堂に！

　全国の女性首長らによる「第２回女性首長による
びじょんネットワーク」が 11月 21日に開催され
ました。大川市長は、地方発ビジネスの分科会に参
加し、市で開催する「蔵の街とちぎビジネスプラン
コンテスト」にて、若者や女性の受賞者に奨励金な
どの支援を行っている事例をＰＲしました。
　会議当日の模様は、びじょんネットワークのホー
ムページにてご覧いただけます。
https://www.bijonet.tokyo/

大川市長のほか、小池都知事など全国の女性首長などが参加しました 巴波川を優しく照らし出す提灯のあかり「おちょやん」のポスターを手に八津さんととち介
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時 日時  場 場所  対 対象  内 内容
定 定員  費 費用  持 持物  申 申込

96子育てのお知らせ

子育て広場

■「読み聞かせ」学習会
　「読み聞かせ」学習会３回連続講座参加者募集！子どもの情操教育や脳の発達にも
良いといわれる「読み聞かせ」を学んでみませんか！
対象　市内在住の方
日時　２月２日 (火 )・９日 ( 火 )・16日 ( 火 )　14時～ 15時
場所　厚生センター（栃木第四地区コミュニティセンター /旭町）
定員　10人（先着順）
費用　無料
申込　１月８日 (金 ) ～ 22日 ( 金 )
問 人権・男女共同参画課（厚生センター）　
　　　　　　　　　　☎（２４）２４４４

■ 就学援助制度「新入学児童生徒学用品費」の入学前支給のお知らせ
　令和３年４月に市内の小学校・中学校に入学する予定の子どもがいる世帯で、経
済的理由によりランドセル・制服等の入学前に必要なものの購入にお困りの方を対
象に、就学援助費の新入学児童生徒学用品費を入学前の３月に支給します。対象者
や申請方法等、詳しいことは問合わせ先へ。
                                                                   問 教育総務課 ☎（２１）２４６２

　自己肯定感は、どの子にもしっかりと持たせたい、大切な感情です。
今年開催された「栃木市こどもサポートセンター市民講座」で、精神科・

心療内科の医師である星野美幸先生が「子どもの心について知っておきたいこと」
というテーマで講話をされました。その中で「心が育つために大切なこと」とし
て示していた３つのうちの一つが自己肯定感です。（あとの二つは「愛着」と「家
族関係」です）
　星野先生は自己肯定感を「自分は大切な存在」「自分は価値のある存在」「自分
は誰かに必要とされている」と感じることができる心と定義しています。先生は
自己肯定感を育むための大切なポイントとして以下をあげました。①「自分のダ
メなところも含めて肯定できること」、②「何事にも挑戦できる強い心をもって
いること」、③「心に余裕があり、人に優しく親切であること」。これらのことを、
意識的に親子のコミュニケーションを通して育んでいけたら最高ですね。
　家庭でも、この自己肯定感を育むために、子どもの個性を理解するように努め、
結果だけでなくやる気 ( 意欲 ) を評価して賞賛するなど、日常生活の中で子ども
とのより良い接し方を模索していきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生涯学習課 ☎ (21)2490　

大切に育みたい自己肯定感

今月のPick Up! 　「とちぎおもちゃ図書館・たんぽぽ」
　おもちゃ図書館は、栃木保健福祉センターの 1階に
あります。皆さん検診でお馴染みの建物ですよね。室
内には、子どもたちが主体的に遊べるよう沢山のおも
ちゃが並べてあり、ままごとキッチンや乗り物、アン
パンマンのおもちゃが人気です。無料で利用・貸出で

きるので、
ぜひ一度足を運んでみてください。お
もちゃが親子のコミュニケーションを
円滑にしてくれるでしょう。

　　　　　　　　　　　　　⇐ 詳しくはHPをご覧ください　　

児童館や支援センターのそのほかの行事やご案内は、市や各施設のホーム
ページでご覧いただけます。詳しくは、右のＱＲコードのリンク先へ！児童館・支援センターなどのお知らせ

施 設 名 各 施 設 か ら の お 知 ら せ ・ 今 月 の 主 な 行 事
いまいずみ児童館 ☎（27）5322
 9時～17時・水曜祝日休

豆まき会時 1 月 30日 ( 土 )10 時～定 10 組内かわいいふたつき鬼さん豆入れを作って、鬼退治をしよう！申 1 月 7日 ( 木 ) ～ 先着順
★ママといっしょ、キッズ体操教室などその他のイベント内容はホームページをご確認ください。

そのべ児童館 ☎（20）6231
 9時～17時・木曜祝日休

新春福引き時 1月5日（火）10時～定 50人（先着順） きねんび☆ photo 撮影時 1月6日（水）10時30分～ ぺたぺたひろば時 1月12日 (火 )、13日 (水 ) 
受付10時～11時 要予約 親子ビクス時 1月18日 (月 )10時～ 要予約 鬼はそと︕時 1月27日 (水 )10時30分～ 要予約　★詳しくはHPをご覧ください。

はこのもり児童センター ☎（24）4034
 9時～19時・水曜祝日休

２０２１年︕児童センターお正月遊び時 1月4日 (月 )～ 7日（木）開館時間内 みんなでわいわい︕ビンゴ大会時 1月8日 (金 ) 15時～15時30分
定 50人 節分︕ディスゲッターチャレンジ時 1月30日(土)①13時50分～②14時40分～定各時間10人程度　☆共通事項申当日9時～（電話不可）

地域子育て支援センター（とちぎ） ☎（23）2740
 9時～16時 30分・土日祝日休

ほんわかタイム時 1月12日 (火 )10時～11時対 0歳児と保護者内ふれあい遊び・親子で制作申 12月25日 (金 )9時～ 子育て講座「親子リトミッ
ク」時 1 月 29日 ( 金 )10 時～ 11時 30分対 1 歳以上児 (歩行可能なお子さん )と保護者申 1 月 8日 ( 金 )9 時～　★他、詳細はHPにて

認定こども園さくら子育て支援センターゆめふうせん
 ☎（24）3900　9時～15時・土日休

1.2 たいそう時 1 月 13日 ( 水 ) 健康相談日・双子ちゃん遊ぼう時 1 月 18日 ( 月 ) ほのぼの移動広場 ( イオン ) 時 1 月 19日 ( 火 )
レッツ A・B・C 時 1 月 20日 ( 水 ) 産後のママケア体操時 1 月 21日 ( 木 ) 豆まきだよ︕集合時 1 月 27日 ( 水 ) リズム de ポン時 1 月 25日 ( 月 )

さくら３J ホール ☎（22）7100
 9時～18時・日曜祝日休 お正月遊びを楽しもう︕時 1 月 9日 ( 土 )9 時～場さくら３Ｊホール児童館対小学生内オリジナル凧作りなど申電話にて前日 15時まで受付

認定こども園おおみや幼児教育センター子育て支援センターふれあいポッケ
 ☎（27）8890　9時～14時・土日祝日休

絵本　大好き︕時 1月18日 (月 ) 対１歳～ みんなでおめでとう︕時①ハーフバースディ：1月13日 (水 )② 1・2・3ｔｈバースディ :14日 (木 )
ポッケ広場時 15日 (金 )、21日 (木 )、22日 (金）、27日 (水 )、29日 (金 ) ☆共通事項時 10時～申平日9時～15時

けやき保育園子育て支援センター きらり ☎（23）8905
 ☎（23）8905 10時～15時・土日祝休

身体測定時 1月 8日 (金 ) 誕生会 (12 月・1 月生まれ ) 時 1月 12日 (火 ) 10時～定 5組申 12月 8日 (火 )～ 
ベビーフォトガーランドをつくろう時 1月 13日 (水 ) 2 月のカレンダー作り時 1月 27日 (水 )

とちぎおもちゃ図書館・たんぽぽ☎（51）3475
10時～12時、12時30分～15時30分・土（第1・3・5）日祝日休

節分イベント時 1月18日(月)10時30分～場レクリエーション室(おもちゃ図書館隣室)対未就園児親子費無料定１０組程度申来館にて予約内節分の話、
手遊び、読み聞かせ、簡単な親子制作　★お知らせ★年末年始休み１２月２７日～1月5日

地域子育て支援センターおおひら ☎（43）1134
 9時～16時・月曜祝日休

あかちゃんサロン時①2月4日 (木 )又は18日 (木 )②25日 (木 ) 内①ころころアニマル (おもちゃ作り )②ベビーリトミック申 1月13日 (水 )
ころころ広場時①2月9日 (火 )②16日 (火 ) 内①ふれ合い遊び②おひな様制作申 1月15日 (金 )　時間等はホームページでご確認下さい。

大平児童館 ☎（43）2350
8時３０分～17時 30分（７・８月は18時）・月曜祝日休

産後の骨盤調整時 1月19日（火）9時30分～15時30分対産後のママ定 10人費 20分2千円、30分3千円、託児は一人100円申 1月12日（火）～
ベビーマッサージ時 1月26日（火）①10時～②11時～対乳児の親子定各8組持バスタオル、オイルの容器費 100円※初回参加者+100円申 1月19日（火）～

大平みなみ児童館 ☎（43）9880
 8 時 30分～ 17時・月曜祝日休

ハッピーくじ ( お楽しみ景品付き ) 時 1月5日 (火 )から9時30分～16時30分内くじを引き新年の運勢を占う対乳幼児・小学生・中学生・高校生 チャ
レンジタイム時 1月23日 (土 )14時～14時45分対幼児(保護者同伴)・小中学生内オセロ大会(参加者にはプレゼントがあります) 申当日13時45分～

フォレストキッズ保育園子育て支援センター エンジェル　　　　
  ☎（20）0808　 9時 30分～14時 30分・土日祝日休

リフレッシュヨガ時 1 月 26日（火）① 10時～ 10時 50分② 11時 10分～ 12時定各回 4組持ヨガマット、飲み物
ジャズコンサート時 1 月 28日（木）10時 30分～ 11時 30分定 12 組☆共通事項申 12 月 24日（木）～

地域子育て支援センターふじおか ☎（62）5011
 9時～16時・土日祝日休

子育て講座　昔話・エプロンシアター時 1月 21日 (木 )10時 30分～11時 30分対乳幼児と保護者内親子で色々なおはなしを
聞いて楽しみましょう。定 15組持座布団やひざ掛け　※その他の行事の詳細や、変更等は栃木市ＨＰをご覧ください。

ふじおか幼稚園子育て支援センター もりのカフェ
 ☎（61）1152　10時～15時・土日祝日休 節分製作時 1月 25日 (月 ) 10時 30分～対未就園児と保護者定 5組（先着順）費無料申 1月 12日 (火 )10時～電話にて

地域子育て支援センターつが ☎（27）2122
 9時～16時・土日祝日休

身体測定・窓飾り制作時 1月7日 (木 )10時30分～ 凧・こま制作時 1月14日 (木 )10時30分～ 親子ヨガ時 1月22日 (金 )10時30分～
対 1歳6ヵ月～ 節分の制作時 1月28日 (木 )10時30分～定全て5組申随時受け付けています　詳細はＨＰをご覧ください

地域子育て支援センターにしかた ☎（92）2900
 9時～17時・土日祝日休

季節の壁掛け制作時 1 月 7日 ( 木 )10 時 30分～ 11時 30分場支援センター対未就園児と保護者定 5 組申事前申込（電話又は来館）
★他、毎週水曜日開催 (詳細は、右上のＱＲコードから予定表をご確認ください )

地域子育て支援センターいわふね ☎（55）7920
 9時～16時・土日祝日休

骨盤ケア時 1 月 15日 ( 金 )10 時 30分～定 5 組申 1 月 4日 ( 月 ) ～持汗拭きタオル・飲み物・ヨガマット (持込可 )・動きやすい服装
子育て講座『野菜について知ろう』時 1 月 27日 ( 水 )10 時 30分～定 5 組申 1 月 4日 ( 月 ) ～

<お知らせ >掲載されたイベント等は、新型コロナウイルスの感染防止等の理由により、中止・変更になる場合がございます。
　　　　　　最新の情報は各施設にお問合せください。また、行事に参加される際は感染防止のため、マスクをご着用ください。
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急患センター終了後、問合先

とちぎ救急電話相談

栃木市消防本部
　月～土曜日の22時以降 　　   ☎（22）0119
日曜・祝日・年末年始の21時以降   ☎（24）9999

（音声ガイダンス）　

急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が
相談に応じます。
子ども
　月曜日～土曜日　18時 ～翌朝8時
　日曜日・祝休日　24時間（8時～翌朝8時）
☎028-600-0099 プッシュ回線の場合 ＃8000
大人
　月曜日～金曜日　18時～22時
　土曜日・日曜日・祝休日　16時～22時　
　☎028-623-3344 プッシュ回線の場合 ＃7111

とちぎ医療情報ネット
県内の病院・診療所・歯科診療所・薬局等の情
報を提供するためのシステムです。
ホームページ 「とちぎ医療情報ネット」で検索

診療場所
　栃木地区急患センター（境町）　☎（22）8699

栃木地区急患センター

　救急診療は、急病の患者さんに対し応急的な
診療を行うものです。急病ではない患者さん
は、かかりつけ医師等の診療時間内に受診する
など、救急診療の正しい利用をお願いします。

休日・夜間救急診療

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、健診や教室等が中止や変更となる場合は、市ホームページや、個別の連絡にてお知らせします。
乳幼児健診・成人健診等のご案内 問合先　健康増進課　☎（25）3511・（25）3512

■ 令和2年度 高齢者肺炎球菌予防接種は3月末まで！

子育て相談（乳幼児）
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

体重測定、育児・栄養・
お口の相談
※ ふれあい遊び・交流は、
新型コロナウイルス感染拡
大防止のため行いません

日程 会場
1月 13日（水） 大平ゆうゆうプラザ

2月 19日（金）栃木保健福祉センター

母乳相談（１歳未満児）
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

助産師による母乳相談 １月 ２０日（水） 栃木保健福祉センター

こころの健康相談
保健師、カウンセラーが相談に応じます。
※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。
月 日 曜日 会場 相談時間

1
26 火 大平ゆうゆうプラザ ①13時30分～

②14時30分～
③15時30分～29 金 栃木保健福祉センター

健康相談・栄養相談・禁煙相談
健康づくりや生活習慣の見直し、禁煙などについて、保健師や栄養士
が相談を受けます。※予約制です。事前に問合先までご連絡ください。

乳幼児健診
※個別通知で案内した時間にお越しください。

月 日 曜日 地域（会場）
４か月児健診

1
14 木 栃木（栃木保健福祉センター）
21 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
27 水 栃木（栃木保健福祉センター）

９か月児健診

1
15 金 栃木（栃木保健福祉センター）
20 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
28 木 栃木（栃木保健福祉センター）

１歳６か月児健診

1
7 木 大平（大平ゆうゆうプラザ）
12 火 栃木（栃木保健福祉センター）
25 月 栃木（栃木保健福祉センター）

3歳児健診

1 8 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）
22 金 栃木（栃木保健福祉センター）

２歳児歯科健診

1 18 月 栃木（栃木保健福祉センター）
26 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）

1 金竹田（竹田内科小児科クリニック）三浦（三浦整形外科）

2 土金子（金子内科医院）大家（おおやクリニック）

3 日青木（虎）（青木医院）腰塚（学）（ちづかクリニック）/小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）
4 月獨協医科大学病院医師
5 火石川（TMC とちのき）
6 水永谷（大島医院）
7 木金子（金子内科医院）
8 金大森（うづまクリニック）
9 土獨協医科大学病院医師

10 日江口（えぐち内科クリニック）林（のぞみ整形外科）/小児：木内（TMC とちのき）

11 月福地（蔵の街診療所）持田（持田医院）
12 火島田（均）（しまだクリニック）
13 水石川（TMC とちのき）
14 木金子（金子内科医院）
15 金青木（虎）（青木医院）
16 土嶋﨑（とちぎ診療所）

17 日金子（金子内科医院）岡田（岡田皮フ科耳鼻咽喉科クリニック）/小児：桜井（桜井こどもクリニック）
18 月獨協医科大学病院医師
19 火石川（TMC とちのき）
20 水熊倉（熊倉医院）
21 木金子（金子内科医院）
22 金石井（石井内科医院）
23 土鈴木（紀）（すずきクリニック）

24 日青木（虎）（青木医院）永谷（大島医院）/小児：河口（修）（河口医院）
25 月粟田口（栃木中央クリニック）
26 火天海（天海内科）
27 水石川（TMC とちのき）
28 木中村（洋）（都賀中央医院）
29 金黒木（くろき内科クリニック）
30 土青木（虎）（青木医院）

31 日山田（合戦場クリニック）森川（森川内科・外科クリニック）/小児：斉藤（伸）（さいとう小児科）

１月の当番医師

診療時間等
　平 日 19時～22時（内科）
　休日（日曜日）　内科：9時～21時
　　　　　　　外科：9時～17時
　　　　　　  　小児科：18時～21時
　休日（祝祭日） 内科・外科 :9時～21時
※ 必ず、受診前に電話確認をお願いします。
　 当番医は変更になる場合もあります。
　 症状によっては、急患センターでの対応が
　 困難な場合があります。
※ 受付は、診療時間終了30分前までにお済ませ
ください。

　現在65歳以上の方は、令和元年度から令和５年度までの経過措置により、該当する年度において予防接種法に基づ
く定期接種の対象となり、費用助成を受けて接種することができます。
※平成30（２０１８）年度で終了予定であった経過措置が、5年間延長されました。
接種期間は令和3年3月31日までです。希望する方は早めに問合先にお電話ください。
対象者　過去に全額自費で受けた分を含め、肺炎球菌予防接種の接種歴がなく、今年度末までに、
　　　　65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳の誕生日を迎える方。
助成額　1回接種につき５，７００円を助成（接種料金から助成金額を差し引いた額が自己負担）
受け方　①事前に電話または窓口で申込み、予診票の交付を受ける。
　　　　②市内協力医療機関に予約をし、記入した予診票を使って接種。
　　　　※市外で接種する場合は、申し込み時にお申し出ください。
　　　　※生活保護世帯に属する方は、接種後、本人からの申請により自己負担分を助成（上限あり）。
受付窓口　健康増進課（栃木保健福祉センターまたは市役所2階）
　　　　　大平、藤岡、都賀、西方、岩舟の総合支所　市民生活課　保健福祉係
問合先　健康増進課　☎ (25) ３５１１

両親教室
※事前に問合先へ電話にて申し込みください。

内　容 会場／日程
栃木保健福祉センター

実習（お風呂の入れ方、
お着換え、おむつ交換、
抱っこの仕方）

  1 月 19日（火）   1 月 29日（金）
 2月  2 日（火）  2月 10日（水）
  3 月  8 日（月）   3 月 19日（金）

1・２月の集団検診日程　～１年に１回検診を受けましょう～
月 日 曜日 会場 対象 月 日 曜日 会場 対象

1

7 木 都賀保健センター 男女

2

1 月 栃木保健福祉センター 男女
10 日 栃木保健福祉センター 女 3 水 栃木保健福祉センター 女
13 水　 栃木保健福祉センター 男女 4 木 岩舟遊楽々館 男女
14 木 大平ゆうゆうプラザ 女 5 金 藤岡保健福祉センター 女
17 日 栃木保健福祉センター 男女 6 土 栃木保健福祉センター 男女
18 月 藤岡保健福祉センター 男女 7 日 栃木保健福祉センター 男女
19 火　 栃木保健福祉センター　※１ 女 10 水 栃木保健福祉センター 女
22 金 岩舟遊楽々館 男女 11 木 大平ゆうゆうプラザ 女
23 土　 岩舟遊楽々館 男女 17 水 北部ゆったり～な 男女
26 火　 都賀公民館　※２ 男女 22 月 栃木保健福祉センター 男女
27 水　 栃木保健福祉センター 男女 23 火 大平ゆうゆうプラザ 男女
29 金 北部ゆったり～な 男女 24 水 北部ゆったり～な 男女
31 日 大平ゆうゆうプラザ 男女 25 木 岩舟遊楽々館 男女

26 金 藤岡保健福祉センター 男女
27 土 栃木保健福祉センター 男女

　受付時間　8時～11時
　※１　1月１９日は託児サービスを実施します。（完全予約制。詳しくはけんしんガイドブックをご覧ください。）
　※２　1月２６日は受付時間が８時30分～10時 30分となります。

新生児から始めよう！
赤ちゃんのスキンケア

　赤ちゃんは生後2
週間から 1か月を
ピークに皮脂の分泌
が多く、湿疹が起こ

りやすくなりますので、しっかりと清潔ケアを行います。生後２・３か月以降は、
皮脂の量が急激に減り始めるため、特に意識して保湿ケアを行います。

★皮膚を清潔にする洗浄のポイント

①新生児期の沐浴は、お湯の温度は37～39℃とぬるめに設定し、短時間ですませるようにします。
②洗うときはごしごしとこすらずに、よく泡立てた石けんで優しく洗います。
③皮膚に洗浄剤が残ると、皮膚トラブルの原因になることもあるため、よくすすぐことが大切です。

★皮膚の乾燥を防ぐポイント

①乾燥による皮膚トラブルを予防するために保湿剤を上手く使いましょう。
②保湿剤を塗布するときはこすらないように注意しましょう。
③特に乾燥しやすくなる入浴後は、保湿剤が皮膚に浸透しやすいと言われているので、早めにケアをして
　あげましょう。
④保湿剤は様々な種類があります。赤ちゃんの皮膚の状態や季節、使用感などを踏まえて使い分けると
　よいでしょう。

生後早期からのスキンケアが皮膚を守ることだけでなく、アトピー性皮膚炎を予防します。
乾燥肌に悩む冬の季節、適切な清潔ケアと保湿ケアで乗り越えましょう。
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払い戻しを希望する方は、1月 14日（木）～
2月7日（日）の期間、払い戻しを受け付けます。

大平文化会館　☎43-5232

 ピアノ開放デー「わくわく！ピアノ！」
　発表会スタイルでベーゼンドルファーを開放。
時 1 月 31 日 ( 日 )9 時 45 分開場 10 時開演
会ホール対小学生以上定 50 組（先着）料無料
申所定の申込書を、1 月 5 日（火）9 時～ 1
月 19日（火）17時 30分に大平文化会館へ（窓
口・郵送・FAX）

栃木文化会館　☎23-5678

 とちぎシネマ倶楽部「北の桜守」
時 2 月 13 日 ( 土 ) ① 10 時開場 10 時 30 分
開演 ② 13時 30分開場 14 時開演会大ホール
対未就学児入場不可料全席指定 500 円チ 12
月 19日（土）発売。市内 5文化会館
 ピアノ開放デー「わくわく！ピアノ！」

　発表会スタイルでスタインウェイを開放。
時 2 月 20 日 ( 土 )　9 時 45 分開場　10時開
演会大ホール対小学生以上定 50 組（先着）料
無料申所定の申込書を、1月 23日（土）9時
～ 2月 7日（日）21時 30分に栃木文化会館
へ（窓口・郵送・FAX）

谷村新司コンサートツアー2020
「谷村文学選～グレイス～」再延期のお知らせ
　2月 27 日（土）に予定していた本公演は、
感染症の影響により再延期となります。ご理解
とご協力をお願いいたします。
再振替日程　5月 30 日（日）15 時 30 分開場　
16時 30分開演 ※時間変更に注意ください。
会大ホール料全席指定 8,800 円チ 2 月 21 日
（日）発売　※既にチケットをお持ちの方で、

栃木図書館・大平図書館共催「栃木寄席」
時 1 月 24日（日）① 14時～ ② 17時
～会①栃木図書館 2階会議室 ②大平図
書館 2階会議室対どなたでも演入船亭
小辰（落語協会所属・二ツ目）定各回
30人申直接来館または電話にて

栃木図書館　☎ 22 - 3542
9 時 ~19時 30分／休館・金

おはなしひろば【読み聞かせ】
時① 1 月 9 日（土）10 時 30 分～ 11
時、② 1 月 23 日（土）10 時 30 分～
11時内①「ねずみのすもう」ほか②「で
んしゃにのって」ほか。演おはなしボラ
ンティア『りんごの会』
新年昔語り
時 1 月 16 日（土）13 時 30 分～ 14
時 30分対どなたでも内民話語りの名手
による、新年をテーマにした語りの会演
間中一代、葛城ジロー定 15 人申直接来
館または電話にて

大平図書館　☎ 43 - 5234
9 時 ~19時 30分／休館・月

絵本の読み聞かせ
時① 1 月 8 日（金）10 時 30 分～ 11
時 ② 1 月 22 日（金）10 時 30 分～
11 時 ③ 1 月 24 日（日）11 時～ 11
時 20分演①②ボランティア『おはなし
しゃぼんだま』 ③大平図書館スタッフ対
①②幼児 ③幼児・小学校低学年
栃木県子ども総合科学館 移動科学教室
時 1 月 16 日（土）10 時 30 分～ 12 時
対小学生と保護者内サイエンスショー
「科学で遊ぼう」・工作教室「吹きゴマ作
り」演栃木県子ども総合科学館職員定
15 組申直接来館または電話にて
TOCHICO（とちこ）サロン
時 1 月 20 日（水）10 時～ 12 時内幼
児と子育てママ同士の交流

藤岡図書館　☎ 62 - 4889
9 時 ~19時 30分／休館・月

ダンボールクラフト教室「バイクを作ろう！」
時 1月 11日（月・祝）10時 30分～12
時３０分対小学3年生～6年生内講師：
本田技研工業（株）社会活動推進センター
定８人申直接来館または電話にて受付中
おはなし会
時 1 月 16 日（土）14 時～ 15 時内お
はなし会：紙芝居「らいねんはなにど
し？」ほか、工作教室：「バルーン」演
ふじおかおはなし会『コロポックル』

都賀図書館　☎ 28 - 0806
9 時 ~19時 30分／休館・月

栃木県子ども総合科学館 移動科学教室
時 1 月 10 日（日）14 時～ 15 時 30 分
会都賀公民館講堂対小学生と保護者内サイ
エンスショー「空気で遊ぼう」・工作教室「吹
きゴマ作り」演栃木県子ども総合科学館
職員定 20人申直接来館または電話にて
おはなし会
時 1 月 24 日（日）14 時～ 14 時 20
分内紙芝居「えほうまきもぐもぐ」演都
賀図書館スタッフ

図書館西方館　☎ 92 - 2512
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時① 1 月 15 日（金）
14 時～ 15 時、② 1
月 21 日（木）11 時
～ 11時 30分
内①テーマ「だるま・
節分・冬・星」、②テーマ「おしょうがつ」 
演①おはなしボランティア『おはなし☆
きらら』 ②西方館スタッフ

図書館岩舟館　☎ 54 - 1900
9 時 ~19時 30分／休館・月

おはなし会
時① 1 月 9 日（土）14 時～ 14 時 30
分 ② 1 月 23 日（土）14 時～ 14 時
30分内①紙芝居「たきびだたきびだぽっ
かぽか」「ゆきぐにからきたラッセルく
ん」、※参加者にプレゼントあり ②紙芝
居「てぶくろをかいに」、大型絵本※内
容はお楽しみ！演①図書館岩舟館スタッ
フ ②おはなしボランティア「いわふね
おはなしキャラバン」
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文久 3年
(1863) 大判
錦絵 3枚続 

12年目を迎え自らのルーツでもあるクラシックに原点回帰。聴きやす
く、わかりやすいTSUKEMENにしかできない音の世界をお届けします。
時 3月21日 (日 )14時30分開場 15時開演 会大平文化会館 ホール
対未就学児童入場不可 料一般 4,500 円　高校生以下 500円
チ 1月16日 (土 )電話・オンラインにて発売。１月１７日（日）より窓口販売
（都賀を除く市内4文化会館 他）問大平文化会館☎（４３）５２３２

都賀文化会館（ハートホール）
閉館のお知らせ

　都賀文化会館は、都賀総合支所複合化整備
事業の実施に伴い、令和３年３月 31日 ( 水 )
をもって閉館します。
　昭和60年の開館以来、35年の長きに渡り、
文化芸術活動の拠点として、多くの皆様にご
利用いただき、誠にありがとうございました。
【最終利用日は、令和３年１月 10日 ( 日 )】

TSUKEMEN CONCERTTSUKEMEN CONCERTTSUKEMEN CONCERT
つなぐおと with JITAN CLASSICつなぐおと with JITAN CLASSICつなぐおと with JITAN CLASSICつなぐおと with JITAN CLASSICつなぐおと with JITAN CLASSICつなぐおと with JITAN CLASSIC

児と子育てママ同士の交流
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国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 准教授

吉川 真 氏 講演会
小惑星探査機「はやぶさ２」の挑戦
時間　14時～16時　　会場　大ホール
定員　600人（申込先着順）
申込　 １月１５日（金）までにQRコード
　　　 または電話にて問合先へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（1回で４名まで申込可）

「すばる天文同好会」太陽観望会
　天体望遠鏡に特殊フィルムを装着。今日の太陽はどのようになっ
ているのか、黒点やプロミネンスが見られるか、ご期待ください。

新生栃木市10周年記念事業「宇宙科学のスペシャルサイエンススクール」
日立栃木理科クラブ 子ども科学工作教室

天体望遠鏡を作ろう！！
時 間　①10時～11時20分
　　　　②12時20分～13時40分
対 象　小学校３～６年生
定 員　各回12人（申込先着順）
参加費　600円（当日徴収）
申 込　１月15日（金）までに電話にて問合先へ

栃木市 図書館コーナー　宇宙の不思議に関する本でその魅力を味わおう !
星空と宇 宙の展示コーナー　星空の写真やはやぶさの模型などを展示し

ます。美しい星空写真が、みなさんを宇宙の旅へとお連れします。

問合先　生涯学習課　☎ (21) ２４８９（平日８時３０分～１７時）

1月23日 (土 )
＠栃木文化会館

花と苺のフェスティバル実行委員会
栃木県/（公財）栃木県農業振興公社/全国農業協同組合連合会栃木県本部
（一社）とちぎ農産物マーケティング協会/花咲くとちぎ推進協議会
栃木県卸売市場連絡協議会花き部会/栃木県花き振興協議会

主催

花と苺のフェスティバル実行委員会
お問い合わせ先

栃木県農政部生産振興課内   Tel.028-623-2329

栃木県マスコット
キャラクター
「とちまるくん」

とちぎ花センター
栃木市岩舟町下津原1612　Tel.0282-55-5775　https://florence.jp

会場

Flower &
Strawberry

Festival

1 32

12.19 土 -20 日

令和2年（2020）

9：30～16：30 9：30～16：30 9：30～16：30
1.23 土 -24 日

令和3年（2021）

2.27 土 -28 日

令和3年（2021）

展示テーマ

Xmas
展示テーマ展示テーマ展示テーマ展示テーマ展示テーマ展示テーマ

ひなまつり
White Day

&展示テーマ

愛妻の日

入場
無料

とちぎ花センター
マスコットキャラクター
「とちはなちゃん」

●体験教室（冬の寄せ植え）
●オンライン体験教室（万華鏡づくり）
●自宅で収穫いちご苗販売

●体験教室（フラーワアレンジメント）
●オンライン体験教室（森のルームライト）
●いちごの販売

●栃木県花の展覧会
●体験教室（春を呼ぶ寄せ植え）
●オンライン講座（洋ランの育て方）
●いちごの販売E

V
E

N
T

  スマイル
 アップ
ワン

  スマイル
 アップ
ツー

  スマイル
 アップ
スリー

来て楽しむ オンラインで楽しむ 自宅で楽しむ

交通
■車　  東北自動車道　佐野藤岡ICから小山方面へ約5分
　　　  北関東自動車道　佐野田沼ICから約25分
■電車  東武日光線静和駅から約6km
　　　  JR両毛線岩舟駅から約4km
■バス  JR栃木駅南口からふれあいバス岩舟線（東回り）
　　　  で約30分
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とちぎ花センター

▶イベントの詳細は各回のちらしやとちぎ花センターのホームページで確認
　してください。
▶新型コロナウイルス感染症対策のため、入場者数を制限する場合があります。

●フラワーディスプレイ　●いちご検定　●栃木県産切花・鉢花販売　
●とちぎの花でスマイルアップコンテスト～自宅に花を飾り、インスタグラムに投稿してくれた方の中から、抽選でプレゼント～

スマイルアップ
ワン1

スマイルアップ
ツー2

スマイルアップ
スリー3

花と苺のフェスティバル
　テーマごとの装飾（12 月クリスマス、1月
愛妻の日、2月ひなまつり＆ホワイトデー）、
展覧会（2月）、有料の体験教室（寄せ植えや
フラワーアレンジメント）、いちご検定、花や
いちごの販売等のほか、オンラインや自宅で楽
しむ企画など。花といちごを満喫！
日 時　① 12月 19日（土）、20日（日）
　　　　② 1月 23日（土）、24日（日）
　　　　③ 2月 27日（土）、28日（日）
会 場　とちぎ花センター（岩舟町下津原）
費 用　入場無料
問 合先 花と苺のフェスティバル実行委員会（栃
木県農政部生産振興課内）☎028-623-2329

Vol.16 自転車で行く「われら渡良瀬探検隊」

すくい、「昆虫班」はチョウチョ捕りに夢中でした。
　「環境学習」は、アクリメーション振興財団が約２０
年前から主催。近隣の４県４市２町の小学校が年２回、
身近な大自然を学べ、発表会も開いてもらえます。
　私、富山聡（同上の中央右）は教頭です。5年生は先
輩の体験を聞き、調べたいことをまとめてきました。で
も、コロナ禍で春の探検、発表会が中止。今日こそは、
との児童の思いがやっと形になり、ほっとしました。
　木陰で閉会式。児童がお礼を述べました。「学んだこ
とをたくさんの人に伝えていきます」。今度は彼らが４

年生に伝える番で
す。さあ、再び堤
防をたどり、ほど
なく母校です。
 アクリへの問い
合わせは☎（６２）
１１６１へ。

　「行くぞ～」。こぶしをそろって振り上げ、さあ出発で
す。１０月末、市立藤岡小学校。５年生全員で作る「わ
れら渡良瀬探検隊」。待ちに待った遊水地への旅です。
　外に出た瞬間、冒険の始まりです。校庭から遊水地の
縁まで約百㍍。自転車に乗り、堤防を伝い約５ｋｍを行
くのです。私、担任の熊倉弥生（写真上の後列中央の左）
を先頭に３７人が隊列を組んで進みます（写真下）。
　「史跡保全ゾーン」では、６班で体験を開始。成果は、
児童の笑顔で分かります（同上）。前列から－－。「野鳥
班」は双眼鏡で林の野鳥、水辺のカモを観察。「水質班」
は谷中湖の水をＰＨ試験紙で調べました。「植物班」は
栃の実やサクラタデの花を手に満足気。「歴史班」は旧
谷中村跡を巡りました。「魚班」は谷中湖で小魚を網で

藤岡小の環境学習 富
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上 司
つかさ

ちゃん

渡
わたなべ

邉心
こは る

陽ちゃん

山
やま だ

田泰
たい し

詩ちゃん

軽
かる べ

部柚
ゆず き

季ちゃん

芹
せりざわ

沢陽
はる と

仁ちゃん

髙
たか く

久 尊
みこと

ちゃん

細
ほそ だ

田季
き お

央ちゃん

高
たかはし

橋ことのちゃん

門
もんでん

傳翔
しょうた

太ちゃん

佐
さと う

藤友
ともひろ

啓ちゃん

熊
くまくら

倉叶
と わ

航ちゃん

林
はやし

大
ひろ き

貴ちゃん

１
令和２年

青
あおき

木大
たいせい

晟ちゃん

　市内大塚町の栃木県農業試験場いちご研究所
で開発された、「とちあいか」。酸味が少なく、
際立つ甘さがあり、へた部分がくぼむハート型
の切り口あるこのいちごの名には、「愛」される

「とち」ぎの「果」実になってもらいたいという願い
が込められています。このとちあいかをあなたのオリジナルレシピでアレンジ
して、ネットでＰＲしてみませんか？
対  象　とちあいかを使った料理をご自分で撮影し、ＳＮＳ等を活用して栃

木市のいちごのＰＲ活動ができる方。※参加者には「とちあいか」1箱
と栃木市 PR資材を配布します。　　　　　　定員　5人（抽選制）

応 募方法　所定の応募用紙（問合先窓口・市ホームページにあり）を 1月 20
日（水）17時までに問合先へ。　　問合先　農業振興課　☎（21）2384

■いちご新品種「とちあいか」をPRしてみませんか?
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栃木市の情報を動画で！
「栃木市動画チャンネル」

広報とちぎ　１月号２０２１（令和３）年１月１日 発行 まちかどニュース

Mini 市内各地の名所・旧跡を
写真で紹介します。

御影石でできた一等三角点▶

▲ 遠く那須岳や浅間山の眺望

　
一
等
三
角
点
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
一
等
三
角
点
は
、
明
治

時
代
に
日
本
全
国
の
地
形
図
を
作
成
す
る
た
め
の
最
も
基
準
と
な

る
測
量
点
で
、
隣
の
基
準
点
が
見
え
る
よ
う
に
見
晴
ら
し
の
良
い

山
頂
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
県
内
で
は
11
の
山
に
設
置
さ

れ
、
そ
の
ひ
と
つ
が
晃て

る
い
し
さ
ん

石
山
な
の
で
す
。

　
晃
石
神
社
の
脇
を
登
っ
て
い
く
と
一
等
三
角
点
が
あ
り
、
そ
こ

か
ら
は
関
東
平
野
は
も
ち
ろ
ん
、

遠
く
那
須
岳
や
浅
間
山
も
眺
望
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

晃
石
山
で
一
等
三
角
点
に
ふ
れ
る

▶  

神
社
に
は
現
在
も
大
正
時

代
に
奉
納
さ
れ
た
扁
額
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す

◀トイレの壁面には地元の子どもたちに
　よる手のひらアート。

◀
部
屋
南
部
桜
ま
つ
り
（
平
成
31
年
４
月
）

　部屋南部地域にある部屋南部桜づつみ公園は、平成 13年に旧藤岡町が推進する
桜づつみモデル事業で作られました。地域活性化を図るため、地域の人々が自由
に参加し、協力し合える組織として部屋南部ふるさとづくり推進協議会が設立さ
れ、推進協議会主催の部屋南部桜まつりが毎年 4月に開催されています。平成 31
年 3月より部屋南部桜づつみ公園か
らふれあいバスで小山市路線バスに
乗り継ぐことが可能になりました。

部屋南部桜づつみ公園

　
将
門
の
軍
営
跡
に
創
建
さ
れ
た

◀
と
い
わ
れ
る
御
門
神
社

　
岩
舟
町
静
に
あ
る
御み

か
ど門
地
区
は
、
平
安
時
代
の
豪
族
平た

い
ら
の
ま
さ
か
ど

将
門

と
の
ゆ
か
り
が
伝
え
ら
れ
る
場
所
で
す
。
将
門
の
軍
営
跡
に
創
建

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
地
区
内
の
御み

か
ど門

神
社
は
、
昭
和
初
期
ま
で
は

「
将ま

さ
か
ど門
神
社
」
と
呼
ば
れ
、
旧
御
門
村
の
氏
神
で
し
た
。
将
門
は

９
５
０
年
に
、
安
蘇
を
根
拠
地
と
し
た
藤ふ

じ
わ
ら
の
ひ
で
さ
と

原
秀
郷
ら
に
討
た
れ
た

こ
と
か
ら
、
大
正
末
期
の
こ
ろ
ま
で
の
地
元
の
小
学
生
は
、
唐
沢

山
に
遠
足
に
行
っ
て
も
、
藤
原
秀
郷
を
祭
る
唐
沢
山
神
社
に
は
礼

拝
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

御
門
地
区
と
平
将
門

▲日光連山から流れてくる清らかな水を取り込ん
でいます

▲関東の三堰にも数えられている小倉堰

　西方町本城にある小倉堰は、１６０３年（慶長８年）に、ときの西方城主・藤
ふじ た
田

能
のとのかみ
登守によって小倉川（現在の思川）にかんがい用水などの取水のために造られた堰

です。現在の堰は固定堰として昭和２９年に完成したもので、小倉堰には４００年以
上の歴史があります。

小倉堰

▶  

住
吉
神
社
と
ム
ク
ロ
ジ
の
木

　
（
２
０
０
３
年
作
成
都
賀
町
勢
要
覧
よ
り
）

　
都
賀
地
域
の
家
中
と
い
う
地
名
は
戦
国
時
代
に
大
き
な
城
郭
が

こ
の
地
に
あ
っ
て
、
多
く
の
家
中
（
家
臣
）
が
住
ん
で
い
た
こ
と

が
由
来
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
家
中
の
中
に
あ
る
本

郷
地
区
に
は
、
住
吉
神
社
と
い
う
神
社
が
あ
り
、
そ
の
敷
地
内
に

は
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ム
ク
ロ
ジ
の
木
が
青
々
と
葉

を
茂
ら
せ
て
い
ま
す
。

住
吉
神
社
と
ム
ク
ロ
ジ
の
木

▲ 堀には鯉が群れ泳ぐ姿を見ることができます。

県庁堀脇の文豪山本有三文学碑▶

　明治 6年に栃木県と宇都宮県が統合され、現在の栃木県が誕生しました。その後、
明治 17年に宇都宮に県庁が移転されるまでの 13年の間、栃木町に県庁が置かれて
いました。現在の栃木中央小学校、栃木高等学校などのある区域がその敷地跡です。
当時、県庁敷地の周囲に約 1キロメートルに及んで巡らされた堀が現在も残っており、

1996年（平成８年）県指定文化財（史
跡）となりました。

旧県庁跡地唯一の遺構　県庁堀
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